
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る

「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景

渡
　
　
邉
　
　
容
一
郎

一
、
は
じ
め
に

二
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
直
接
的
経
緯

三
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景

四
、
お
わ
り
に

論
　
説

）
一
（
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二
〇
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二

一
、
は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（the C

onservatives

─
以
下
、
保
守
党
）
の
前
身
は
ト
ー
リ
ー
党
（the T

ories

）
と
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。

と
は
い
え
、「
ト
ー
リ
ー
党
」
と
い
う
今
日
的
近
代
組
織
政
党
が
実
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
反
発
し
た
小
ピ
ッ
ト
（W

illiam
 P

itt, the Y
ounger

）
の
「
ピ
ッ
ト
派
」（the 

P
ittite

）
を
受
け
継
ぐ
諸
々
の
保
守
的
傾
向
の
議
員
集
団
（factions

）
が
「
ト
ー
リ
ー
」（T

ory

）
と
呼
ば
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
政
治
用
語
・
党
名
と
し
て
の
「
ト
ー
リ
ー
」
は
、
公
式
の
党
ラ
ベ
ル
と
い
う
よ
り
、
当
時
現
状
維
持
志
向
だ
っ
た
議
員
（
右
派
陣

営
）
全
体
の
呼
称
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
２
）

。

で
は
、
な
ぜ
一
九
世
紀
前
半
に
「
保
守
」（C

onservative

）
と
い
う
党
名
（
現
在
の
党
ラ
ベ
ル
）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

な
ぜ
従
来
の
「
ト
ー
リ
ー
」
で
は
具
合
が
悪
い
の
か
。
そ
も
そ
も
「
保
守
」
は
「
ト
ー
リ
ー
」
と
何
が
違
う
の
か
。
こ
う
し
た
点
は
、
関

連
分
野
の
先
行
研
究
を
見
て
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
た
直
接
的
経
緯
や
政
治
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
。
と
り
わ
け
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
徐
々
に
使
用
さ
れ
、
新
聞
や
書
簡
な
ど
当
時
の
史
料
に
お
い
て
も
そ
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
一
八
三
〇
年
代
初
頭
の
状
況
に
加
え
、
穀
物
法
（C

orn L
aw

s （
３
）

）
の
撤
廃
、
す
な
わ
ち
保
護
貿
易
か
ら
自
由
貿
易
へ
の
転
換
を

め
ぐ
る
政
府
与
党
・
ト
ー
リ
ー
陣
営
の
分
裂
（
一
八
四
六
年
）
以
後
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
再
導
入
さ
れ
た
一
八
四
〇
年
代
後
半
の
政
界

や
党
内
事
情
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

そ
う
し
た
う
え
で
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
を
、「
当
時
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
」

）
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三

「
当
時
の
有
権
者
に
よ
る
分
割
投
票
（split voting

）
傾
向
の
変
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
直
接
的
経
緯

こ
こ
で
は
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
従
来
の
保
守
党
史
（
先
行
）
研
究

や
当
時
の
史
資
料
分
析
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
、
今
後
解
明
す
べ
き
課
題
を
整
理
し
て
お
く
。

⑴
　
先
行
研
究
の
動
向
と
解
明
す
べ
き
課
題

ト
ー
リ
ー
党
か
ら
保
守
党
へ
の
「
変
化
」
を
決
定
づ
け
た
出
来
事
と
し
て
、
通
例
、
①
一
八
三
二
年
に
ホ
イ
ッ
グ
党
（the W

higs

）
主

体
の
グ
レ
ー
（C

harles G
rey, ２nd E

arl G
rey

）
内
閣
（
表
１
）
が
実
現
さ
せ
た
い
わ
ゆ
る
第
一
次
選
挙
法
改
正
（G

reat R
eform

 A
ct （

４
）

）
と
、

そ
れ
に
伴
う
ト
ー
リ
ー
党
の
総
選
挙
大
敗
北
（
表
２
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
②
ト
ー
リ
ー
党
支
持
基
盤
拡
大
を
目
論
む
首
相
ピ
ー

ル
（R

obert P
eel

）
に
よ
っ
て
一
八
三
五
年
総
選
挙
期
間
中
に
公
表
さ
れ
た
「
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
」（T

am
w

orth M
anifesto （

５
）

）
の
存
在
も

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
二
〇
世
紀
初
頭
の
保
守
党
政
治
家
で
、
保
守
主
義
の
著
述
家
で
も
あ
っ
た
セ
シ
ル
（H

ugh C
ecil

）
は
、「
保
守
党
の
名
称
は

一
八
三
五
年
ま
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
」（C

ecil １9１２

：6４

　
栄
田
訳１979

：５５

）
と
し
て
い
る
（
6
）

。
保
守
党
ラ
ベ
ル
が
な
ぜ
一
八
三
五
年
に

採
用
さ
れ
た
の
か
。
セ
シ
ル
は
そ
の
理
由
を
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
上
記
の
出
来
事
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に

推
察
で
き
る
。

）
三
（
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四

ま
た
、
憲
法
学
者
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
（Ivor 

Jennings

）
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

ト
ー
リ
ー
党
と
い
う
名
前
が
ど
の
よ
う
に

保
守
党
へ
と
変
わ
っ
た
の
か
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
。
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
を
良
い

も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
が
ト
ー
リ
ー
主
義

者
で
あ
る
以
上
、
憲
法
が
覆
さ
れ
か
け
て
い

て
、
し
か
も
「
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
で
ア
ナ
ー
キ
ー

な
」
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
「
自
分
た
ち
に
向
か
っ

て
大
股
で
歩
い
て
く
る
か
の
よ
う
な
」
当
時

の
状
況
で
は
、
名
称
の
変
更
も
や
む
を
得
な

い
と
見
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

（Jennings １96１

：9５

）（
下
線 

引
用
者
）

こ
こ
で
い
う
「
当
時
の
状
況
」
と
は
、
小

【表 １】　歴代内閣一覧　（１8１2〜１855年）

・１８１２─２7 リヴァプール ［トーリー］

・１８２7 カニング ［トーリー］ ※自由主義的なカニング外交

・１８２7─２８ ゴドリッチ ［トーリー］

・１８２８─３０ ウェリントン ［トーリー］ ※審査法廃止（１８２８）ほか

・１８３０─３４ グレー ［ホイッグ］ ※第一次選挙法改正（１８３２）

・１８３４ メルバーン① ［ホイッグ］

・１８３４─３５ ピール① ［トーリー］ ※タムワース宣言（１８３４）

・１８３５─４１ メルバーン② ［ホイッグ］

・１8４１─４６ ピール② ［トーリー／保守党］ ※穀物法撤廃（１8４６）→党内分裂

・１８４6─５２ ラッセル ［ホイッグ］ ※ピール派が支援

・１８５２ ダービー① ［保守党］

・１８５２─５５ アバディーン ［ホイッグ］ ※ピール派とホイッグ党の連立

出典　 中村英勝．１9８6．『イギリス議会史〔新版〕』有斐閣．２２０頁の付表 6 に基づき筆者作成。

【表 2】　１832〜１8４１年に実施された各総選挙の党派別獲得議席数（定数６58）

・ホイッグおよび急進派系（のちの「自由党」陣営）

１８３２（４79） １８３５（３８３） １８３7（３４9） １８４１（２9０） １８４7（３２9）

・トーリー系（のちの「保守党」陣営） ※ピール派（１００）

１８３２（１79） １８３５（２7５） １８３7（３０9） １８４１（３6８） １８４7（２２５）
ただし、この時代のイギリス総選挙結果は、資料によってその詳細がマチマチとなって

いる。そのため本稿では、Chris Cook and Brendan Keith, British Historical Facts 1830-
1900, （London and Basingstoke: Macmillan） １9８４ （rep.）, pp. １３８-１３9を参考にした。

）
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

五

規
模
な
が
ら
も
有
権
者
を
増
大
さ
せ
た
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
と
り
わ
け
そ
の
背
後
に
あ
る
急
進
主
義
勢
力
の
存
在
）
や
、
同

年
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
ト
ー
リ
ー
陣
営
（
選
挙
法
改
正
反
対
派
）
が
大
敗
北
し
た
状
況
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
一
八
三
二
年
（
有
権
者
増
と
総
選
挙
大
敗
北
）
以
降
ピ
ー
ル
を
ト
ッ
プ
と
す
る
選
挙
法
改
正
反
対
派
（
い
わ
ゆ
る
ト
ー
リ
ー
党
）
に

よ
っ
て
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
な
い
し
併
用
さ
れ
た
と
い
う
見
方
は
、
な
か
ば
通
説
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
当
時
庶
民
院
（
以
下
、
下
院
）
で
ト
ー
リ
ー
党
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
ピ
ー
ル
を
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
見
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
（C

f. G
aunt ２０１５

）。

大
筋
で
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
保
守
党
史
研
究
の
泰
斗
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
は
、「
保
守
党
の
正
確
な
起

源
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
多
々
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
名
称
が
、
い
つ
使
わ
れ
始
め
た
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

（
も
っ
と
も
誰
に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
）」
と
し
た
う
え
で
、
現
代
政
治
的
な
意
味
で
の
「
保
守
」
と
い
う
用
語
の
初
登
場
は
、

一
八
三
〇
年
一
月
の
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』（T

h
e Q

u
arterly R

eview

）
誌
上
だ
と
述
べ
て
い
る
（B

lake １9８８

：6

　
早
川
訳

１979

：１7

　
た
だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）。

同
誌
は
、
ホ
イ
ッ
グ
系
の
『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ビ
ュ
ー
』（T

h
e E

d
in

bu
rgh

 R
eview

）（
一
八
〇
二
年
創
刊
）
に
対
抗
す
る
形
で

一
八
〇
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
ト
ー
リ
ー
系
の
季
刊
雑
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
（
執

筆
者
不
明
の
匿
名
論
文
の
一
部
）
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
本
当
に
ど
う
で
も
い
い
党
派
的
争
い
を
軽
蔑
し
忌
み
嫌
っ
て
い
る
が
、
ト
ー
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
党
に
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
常
に
、
断
然
、
心
の
底
か
ら
愛
着
を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
保
守
党
（the C

onservative, party

）
と
呼
ば
れ
る
ほ
う
が
よ

）
五
（
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イ
ン
パ
ク
ト
（
と
り
わ
け
そ
の
背
後
に
あ
る
急
進
主
義
勢
力
の
存
在
）
や
、
同

年
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
ト
ー
リ
ー
陣
営
（
選
挙
法
改
正
反
対
派
）
が
大
敗
北
し
た
状
況
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
一
八
三
二
年
（
有
権
者
増
と
総
選
挙
大
敗
北
）
以
降
ピ
ー
ル
を
ト
ッ
プ
と
す
る
選
挙
法
改
正
反
対
派
（
い
わ
ゆ
る
ト
ー
リ
ー
党
）
に

よ
っ
て
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
な
い
し
併
用
さ
れ
た
と
い
う
見
方
は
、
な
か
ば
通
説
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
当
時
庶
民
院
（
以
下
、
下
院
）
で
ト
ー
リ
ー
党
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
ピ
ー
ル
を
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
見
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
（C

f. G
aunt ２０１５

）。

大
筋
で
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
保
守
党
史
研
究
の
泰
斗
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
は
、「
保
守
党
の
正
確
な
起

源
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
多
々
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
名
称
が
、
い
つ
使
わ
れ
始
め
た
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

（
も
っ
と
も
誰
に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
）」
と
し
た
う
え
で
、
現
代
政
治
的
な
意
味
で
の
「
保
守
」
と
い
う
用
語
の
初
登
場
は
、

一
八
三
〇
年
一
月
の
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』（T

h
e Q

u
arterly R

eview

）
誌
上
だ
と
述
べ
て
い
る
（B

lake １9８８

：6

　
早
川
訳

１979

：１7

　
た
だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）。

同
誌
は
、
ホ
イ
ッ
グ
系
の
『
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
レ
ビ
ュ
ー
』（T

h
e E

d
in

bu
rgh

 R
eview

）（
一
八
〇
二
年
創
刊
）
に
対
抗
す
る
形
で

一
八
〇
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
ト
ー
リ
ー
系
の
季
刊
雑
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
（
執

筆
者
不
明
の
匿
名
論
文
の
一
部
）
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
本
当
に
ど
う
で
も
い
い
党
派
的
争
い
を
軽
蔑
し
忌
み
嫌
っ
て
い
る
が
、
ト
ー
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
党
に
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
常
に
、
断
然
、
心
の
底
か
ら
愛
着
を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
保
守
党
（the C

onservative, party

）
と
呼
ば
れ
る
ほ
う
が
よ

）
五
（
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六

り
適
切
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
党
に
属
し
て
い
る
人
の
一
部
は
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
た
め
、

彼
ら
が
見
せ
る
頑
固
さ
、
彼
ら
の
態
度
に
よ
く
出
る
冷
た
さ
、
よ
そ
よ
そ
し
さ
の
せ
い
で
、
そ
の
身
内
の
者
ま
で
完
全
に
傷
つ
け
ら
れ
て

い
る
う
え
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
も
出
始
め
た
と
わ
れ
わ
れ
は
判
断
し
て
い
る
。
で
も
そ
う
し
た
一
部
の
人
は
、
人
数
も
地
位
も
影
響
力
も
全

然
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
明
言
す
る
の
を
い
さ
さ
か
も
躊
躇
う
も
の
で
は
な
い
。
ト
ー
リ
ー
主
義
者

の
ほ
と
ん
ど
圧
倒
的
大
多
数
は
、
そ
の
部
下
や
仲
間
と
同
じ
く
、
慎
重
で
無
理
の
な
い
程
度
の
現
状
改
良
な
ら
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の

で
あ
れ
促
進
し
た
が
っ
て
い
る
と
…
…
。（‘Internal P

olicy ’, T
h

e Q
u

arterly R
eview

, V
ol. ４２, January and M

arch １８３０, pp.２76-２77

）

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ま
ず
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
従
来
的
な
認
識
（
通
説
）
と
は
異
な
り
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
実
現
や
同

年
の
総
選
挙
敗
北
（
一
八
三
二
年
）
の
余
波
で
初
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
保
守
」
と
い
う
党
ラ

ベ
ル
は
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
を
め
ぐ
る
論
争
を
通
じ
て
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
（
一
八
三
二
年
）
以
前
に
起
き
た
出
来
事

─
お
そ
ら
く

一
八
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
「
カ
ト
リ
ッ
ク
（
旧
）
教
徒
解
放
」
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争

─
を
通
じ
て
世
に
出
た

可
能
性
が
高
い
。

加
え
て
、
こ
の
新
党
ラ
ベ
ル
登
場
の
立
役
者
が
、
当
時
ト
ー
リ
ー
党
の
機
関
誌
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
政
治
雑
誌
論
文
、
つ
ま
り
政

治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
分
野
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
使
用
が
党
幹
部
に
よ
る
「
上

か
ら
」
の
公
式
命
令
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
院
内
政
党
の
「
外
側
・
周
辺
か
ら
」
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
渡
邉

２０２３

）。
同
時
に
、
ト
ー
リ
ー
主
義
（T

oryism

）
と
保
守
主
義
（C

onservatism
）
と
の
違
い
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
期
の
政
治
文
化
に
詳
し
い
ホ
ー
キ
ン
ス
（A

ngus H
aw

kins

）
は
、
そ
の
最
新
の
研
究
に
お
い
て
次
の
よ

）
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

七

う
に
説
明
し
て
い
る
。

政
府
の
諸
政
策
に
反
対
す
る
立
場
と
国
家
に
対
す
る
自
ら
の
忠
誠
を
直
ち
に
宣
言
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
が
「
国
王
陛
下
の
反
対
党
」（‘H

is 

M
ajesty ’s O

pposition ’

）
な
る
新
語
を
つ
く
り
だ
し
た
の
は
、
一
八
二
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
政
府
を
支
持
す
る
一
部
の
一
般
議

員
た
ち
が
「
政
府
与
党
議
員
」（‘m

inisterialists ’

）
に
替
え
て
ト
ー
リ
ー
党
（T

ories

）
と
自
ら
名
乗
り
始
め
た
の
が
一
八
二
七
年
で
あ
っ

た

─
彼
ら
が
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
や
改
革
派
議
員
（R

eform
ers

）
に
ひ
る
ま
ず
対
抗
し
た
際
、
反
対
派
の
グ
レ
ー
内
閣
が
一
八
三
一
年
に

割
と
幅
広
く
採
用
し
た
党
ラ
ベ
ル
が
こ
の
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
政
敵
が
下
院
横
断
的
に
使
っ
た
罵
り
の
言
葉
を
政
治
ラ
ベ
ル
と

し
て
再
び
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
議
会
論
争
の
ト
ー
ン
が
次
第
に
激
し
く
辛
辣
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
た
。（H

aw
kins ２０１５

：6８

）（
下
線 

引
用
者
）。

し
た
が
っ
て
「
ト
ー
リ
ー
」
も
「
保
守
」
も
、
一
八
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
院
内
議
員
集
団
の
い
わ
ば
「
外

側
か
ら
」
あ
る
い
は
「
下
か
ら
」
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
定
着
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
に
お
い
て
も
、
新
し
く
穏
健
な
近
代
保
守
主
義
や
近
代
保
守

党
の‘founding docum

ent ’

と
し
て
評
価
さ
れ
続
け
て
い
る
（G

arnet ２０２３

：３6, G
aunt ２０２３

：３

）。

と
こ
ろ
が
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
を
読
ん
で
み
る
と
、
ピ
ー
ル
は
「
ト
ー
リ
ー
」
ど
こ
ろ
か
「
保
守
」
と
い
う
言
葉
す
ら
一
度
も
用
い
て
い

な
い
。
こ
の
事
実
は
、
ピ
ー
ル
自
身
「
保
守
党
の
党
首
（
も
し
く
は
下
院
指
導
者
）」

─
事
実
上
そ
う
な
の
だ
が

─
と
し
て
で
は
な
く
、

従
来
ど
お
り
「
国
王
陛
下
の
政
府
の
筆
頭
大
臣
（
首
相
）」
の
立
場
で
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
を
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
付
与
さ

）
七
（



イ
ギ
リ
ス
保
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党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

七

う
に
説
明
し
て
い
る
。

政
府
の
諸
政
策
に
反
対
す
る
立
場
と
国
家
に
対
す
る
自
ら
の
忠
誠
を
直
ち
に
宣
言
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
が
「
国
王
陛
下
の
反
対
党
」（‘H

is 

M
ajesty ’s O

pposition ’

）
な
る
新
語
を
つ
く
り
だ
し
た
の
は
、
一
八
二
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
政
府
を
支
持
す
る
一
部
の
一
般
議

員
た
ち
が
「
政
府
与
党
議
員
」（‘m

inisterialists ’

）
に
替
え
て
ト
ー
リ
ー
党
（T

ories

）
と
自
ら
名
乗
り
始
め
た
の
が
一
八
二
七
年
で
あ
っ

た

─
彼
ら
が
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
や
改
革
派
議
員
（R

eform
ers

）
に
ひ
る
ま
ず
対
抗
し
た
際
、
反
対
派
の
グ
レ
ー
内
閣
が
一
八
三
一
年
に

割
と
幅
広
く
採
用
し
た
党
ラ
ベ
ル
が
こ
の
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
政
敵
が
下
院
横
断
的
に
使
っ
た
罵
り
の
言
葉
を
政
治
ラ
ベ
ル
と

し
て
再
び
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
議
会
論
争
の
ト
ー
ン
が
次
第
に
激
し
く
辛
辣
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
た
。（H

aw
kins ２０１５

：6８

）（
下
線 

引
用
者
）。

し
た
が
っ
て
「
ト
ー
リ
ー
」
も
「
保
守
」
も
、
一
八
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
院
内
議
員
集
団
の
い
わ
ば
「
外

側
か
ら
」
あ
る
い
は
「
下
か
ら
」
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
定
着
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
に
お
い
て
も
、
新
し
く
穏
健
な
近
代
保
守
主
義
や
近
代
保
守

党
の‘founding docum

ent ’

と
し
て
評
価
さ
れ
続
け
て
い
る
（G

arnet ２０２３

：３6, G
aunt ２０２３

：３

）。

と
こ
ろ
が
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
を
読
ん
で
み
る
と
、
ピ
ー
ル
は
「
ト
ー
リ
ー
」
ど
こ
ろ
か
「
保
守
」
と
い
う
言
葉
す
ら
一
度
も
用
い
て
い

な
い
。
こ
の
事
実
は
、
ピ
ー
ル
自
身
「
保
守
党
の
党
首
（
も
し
く
は
下
院
指
導
者
）」

─
事
実
上
そ
う
な
の
だ
が

─
と
し
て
で
は
な
く
、

従
来
ど
お
り
「
国
王
陛
下
の
政
府
の
筆
頭
大
臣
（
首
相
）」
の
立
場
で
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
を
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
付
与
さ

）
七
（
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八

れ
た
中
産
階
級
上
層
部
を
含
む
）
全
有
権
者
に
伝
え
た
が
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
、
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
が
、
ト
ー
リ
ー
党
か
ら
保
守
党
へ
の
「
転
換
点
」
な
い
し
保
守
党
の
「
出
発
点
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て

き
た
の
か
。
そ
れ
は
、
近
代
保
守
主
義
の
あ
り
方
・
プ
リ
ン
シ
プ
ル
（principle

）
を
、
新
聞
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
斬
新
か
つ
明
確
な

形
で
全
有
権
者
に
伝
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
一
八
三
五
年
総
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
旧
「
ト
ー
リ
ー
主
義
」
と
の
訣
別

を
、
公
式
に
表
明
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
本
文
中
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
端
的
に
示
し
た
と
さ
れ
る
箇
所

（
第
八
段
落
目
）
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

仮
に
こ
の
選
挙
権
拡
大
の
精
神
が
、
古
来
の
権
利
へ
の
尊
敬
や
、
規
範
と
な
る
べ
き
権
威
へ
の
敬
意
と
い
う
、
法
や
理
性
よ
り
ず
っ
と

強
大
な
統
治
手
段
を
完
全
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
な
ら
、
選
挙
権
拡
大
を
受
け
容
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
権

拡
大
の
精
神
が
、
既
存
の
諸
権
利
を
き
ち
ん
と
維
持
し
、
明
る
み
と
な
っ
た
弊
害
を
矯
正
し
、
そ
し
て
真
の
不
平
不
満
の
原
因
の
解
消
と

結
び
つ
き
、
友
好
的
な
感
情
で
世
俗
的
宗
教
的
諸
制
度
を
慎
重
に
再
検
討
す
る
こ
と
だ
け
意
味
す
る
と
い
う
の
な
ら
、
私
自
身
と
同
僚
の

た
め
に
も
、
そ
う
し
た
精
神
と
意
図
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
約
束
で
き
る
（
7
）

。（
下
線 

引
用
者
）

こ
こ
か
ら
、「
一
八
三
二
年
の
第
一
次
選
挙
法
改
正
実
現
（
議
会
改
革
＝
選
挙
権
の
若
干
の
拡
大
＝
民
主
化
）
の
完
全
否
定
、
す
な
わ
ち
従

来
の
ト
ー
リ
ー
的
態
度
」
を
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
修
正
す
る
と
い
う
決
意
表
明
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、「
伝

統
的
国
家
構
造
の
核
心
部
分
を
崩
さ
な
い
程
度
の
慎
重
で
穏
健
な
改
革
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
（
既
成
事
実
と
な
っ
た
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
成

果
）
を
政
府
と
し
て
否
定
し
た
り
覆
し
た
り
は
し
な
い
」
と
い
う
意
思
表
示
で
も
あ
り
、
通
例
、
こ
れ
が
「
近
代
（
政
治
的
）
保
守
主
義
」

）
八
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

九

の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
〝
要
諦
〟
を
見
る
限
り
、
ピ
ー
ル
は
「
近
代
保
守
主
義
な
る
も
の
を
初
め
て
国
民
に
言
葉
で
具
体
的

に
説
明
し
た
首
相
」
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
ピ
ー
ル
は
、「
従
来
の
ト
ー
リ
ー
主
義
に
新
し
い
何
か
（
た
と
え
ば
ホ
イ
ッ
グ
的
要
素
）

を
加
え
、
そ
れ
を
近
代
保
守
主
義
と
し
て
再
構
築
し
、
後
世
に
伝
え
た
政
治
家
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
ピ
ー
ル
は
「
初
代
保
守
党
党

首
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
一
八
三
〇
年
代
前
半
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ピ
ー
ル
自
身
は
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
な
い
し
使
用
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
見

解
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

紙
幅
の
都
合
で
、
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
公
表
以
前
（
①
一
八
三
一
年
五
月
二
八
日
、
②
一
八
三
三
年
一
月
三
日
、
③
一
八
三
四
年
五
月
二
五
日
）
に

盟
友
ク
ロ
ー
カ
ー
（John C

roker

）
に
宛
て
た
書
簡
一
通
（
①
）
と
、
の
ち
の
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
（
表
１
）
で
内
相
を
務
め
る
ゴ
ー
ル

バ
ー
ン
（H

enry G
oulburn

）
に
宛
て
た
書
簡
二
通
（
②
と
③
）
の
計
三
通
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ピ
ー
ル
は
、
ま
ず
①
一
八
三
一
年
五
月
二
八
日
付
書
簡
に
お
い
て
、「
保
守
主
義
者
（C

onservatives

）
を
自
称
す
る
人
間
に
は
二
通
り

（tw
o parties

）
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
一
つ
目
は
、
自
分
も
目
指
し
て
い
る
よ
う
な
「
こ
の
国
の
状
態
を
大
い
に
不
安
視
す
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
権
威
の
負
担
軽
減
に
理
解
を
示
し
、
君
主
制
や
私
有
財
産
な
ど
が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
は
い
つ
で
も
そ
れ
ら
を
支
え
る
用
意

が
で
き
て
い
る
人
」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
い
わ
ゆ
る
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（the U

ltra-T
ories

）
で
、
自
分
と
し
て
は

こ
の
無
鉄
砲
な
後
者
と
は
距
離
を
お
き
た
い
と
訴
え
て
い
る
（C

harles S
. P

arker １97０, II

：１８6-１８7

）。

ち
な
み
に
、
前
述
し
た
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
匿
名
論
文
も
基
本
的
に
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
、

頑
固
で
反
動
的
な
極
右
派
議
員
と
の
違
い
を
強
調
し
た
内
容
と
い
え
る
。

）
九
（
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政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

一
〇

次
に
②
一
八
三
三
年
一
月
三
日
付
書
簡
で
は
、
そ
の
人
数
は
と
も
か
く
「
保
守
党
と
呼
ば
れ
て
い
る
政
党
」（party w

hich is called 

C
onservative

）
の
主
な
目
的
は
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
抵
抗
す
る
こ
と
、
そ
し
て
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
に
伴
う
）
民
主
主
義
の
影
響
力
の
さ

ら
な
る
浸
透
を
阻
止
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
（ibid.

：２１２

）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
ピ
ー
ル
自
身
、
自
党
の
こ

と
を
「
保
守
党
と
呼
ば
れ
て
い
る
政
党
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
即
断
す
る
の
は
禁
物
だ
が
、
こ
の
表
現
を
見
る
限
り
、

ピ
ー
ル
が
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
に
当
初
か
ら
主
体
的
・
積
極
的
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

一
方
③
一
八
三
四
年
五
月
二
五
日
付
書
簡
で
は
、「
ホ
イ
ッ
グ
党
政
権
へ
の
一
時
的
勝
利
と
い
う
単
純
な
目
的
で
急
進
派
を
操
ろ
う
と

し
た
り
急
進
派
に
接
近
し
た
り
す
る
な
ど
、
急
進
派
と
仲
良
く
す
る
こ
と
に
は
す
べ
て
反
対
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
仮

に
組
閣
ま
で
命
じ
ら
れ
た
ら
、
現
政
権
を
支
持
す
る
比
較
的
穏
健
で
尊
敬
に
値
す
る
人
た
ち

─
引
用
者
註
：
当
時
の
第
一
次
メ
ル
バ
ー

ン
（W

illiam
 L

am
b, ２nd V

iscount M
elbourne

）
内
閣
を
支
え
た
、
や
や
保
守
的
な
政
見
を
持
つ
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
た
ち

─
か
ら
多
く

の
善
意
を
得
た
り
、
彼
ら
の
敵
愾
心
を
和
ら
げ
た
り
せ
ず
し
て
、
保
守
党
（the C

onservative party

）
は
ど
う
や
っ
て
自
ら
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
？
」（ibid.

：２４４

）
と
明
言
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ピ
ー
ル
が
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
公
表
以
前
か
ら
自
党
を
「
保
守
」
党
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
加
え
て
、「
極
右
派
」
や
「
急
進
派
」（
左
）
で
な
く
、「
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
」（
中
間
）
を
抱
き
込
む
こ
と
が
不
可
欠
と
、
ピ
ー
ル
自

ら
考
え
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
「
ト
ー
リ
ー
」
の
基
盤
が
〝
右
寄
り
〟
で
狭
い
の
に
対
し
、「
保
守
」
の
ほ
う
は
幅
広
く

包
括
的
で
、
し
か
も
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
の
包
摂
す
ら
可
能
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
（
渡
邉２０２３

）。

こ
う
し
て
み
る
と
、
従
来
の
「
ト
ー
リ
ー
」
に
加
え
、「
保
守
」
と
い
う
党
ラ
ベ
ル
が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
理
由
も
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
ピ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
ト
ー
リ
ー
党
議
員
た
ち
（
右
派
陣
営
全
体
）
に
と
っ
て
、
選
挙
に
勝
利

）
一
一
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
一

し
院
内
勢
力
を
拡
大
す
る
た
め
の
、
ひ
い
て
は
政
権
を
維
持
し
急
進
主
義
勢
力
の
台
頭
を
阻
止
す
る
た
め
の
、
き
わ
め
て
「
便
利
で
求
心

性
の
高
い
ラ
ベ
ル
」
が
「
保
守
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
結
果
誕
生
し
た
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
、

一
八
四
一
年
総
選
挙
で
三
六
八
議
席
と
い
う
、
一
八
三
二
年
大
敗
北
以
来
初
め
て
と
な
る
安
定
多
数
議
席
に
支
え
ら
れ
成
立
し
た
内
閣

だ
っ
た
（
表
１
と
表
２
を
参
照
）。
こ
の
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
、
通
例
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
の
本
格
的
な
「
保
守
」
党
政
権
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
八
四
六
年
、
首
相
ピ
ー
ル
は
与
党
「
保
守
」
党
多
数
派
議
員
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
「
穀
物
法
撤
廃
」
を
断
行
し
た
。
既

述
の
と
お
り
、
こ
れ
は
保
護
貿
易
か
ら
自
由
貿
易
へ
の
大
転
換
で
あ
り
、
商
工
業
立
国
路
線
採
用
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ホ

イ
ッ
グ
党
や
急
進
主
義
者
を
支
持
し
や
す
い
都
市
部
消
費
者
層
の
中
産
階
級
や
労
働
者
階
級
に
有
利
な
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
ピ
ー
ル
や
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 G

ladstone

）
に
代
表
さ
れ
る
党
内
少
数
派
（
自
由
貿
易
派
）
は
脱
党
し
、
以
後

一
八
五
〇
年
代
末
頃
ま
で
「
ピ
ー
ル
派
」（the P

eelite

）
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
穀
物
法
撤
廃
に
反
対
し
た
ス
タ
ン
リ
ー

こ
と
第
一
四
代
ダ
ー
ビ
ー
伯
（E

dw
ard G

eoffrey S
tanley, １４th E

arl of D
erby,

以
下
ダ
ー
ビ
ー
）
と
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
（L

ord G
eorge 

B
entinck

）

─
ピ
ー
ル
陣
営
に
加
わ
る
前
は
二
人
と
も
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員

─
そ
し
て
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）
の
三
人

を
中
心
と
す
る
残
留
組
・
党
内
多
数
派
（
保
護
貿
易
派
）
は
、
ピ
ー
ル
脱
党
後
の
党
再
建
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ

り
、
一
八
四
六
年
に
首
相
ピ
ー
ル
が
原
因
と
な
っ
て
従
来
の
ト
ー
リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
が
二
分
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
ピ
ー
ル
と
訣
別
し

た
新
保
守
党
（
現
在
に
至
る
保
守
党
）
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
以
下
の
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

）
一
一
（
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を
断
行
し
た
。
既

述
の
と
お
り
、
こ
れ
は
保
護
貿
易
か
ら
自
由
貿
易
へ
の
大
転
換
で
あ
り
、
商
工
業
立
国
路
線
採
用
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ホ

イ
ッ
グ
党
や
急
進
主
義
者
を
支
持
し
や
す
い
都
市
部
消
費
者
層
の
中
産
階
級
や
労
働
者
階
級
に
有
利
な
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
ピ
ー
ル
や
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 G

ladstone

）
に
代
表
さ
れ
る
党
内
少
数
派
（
自
由
貿
易
派
）
は
脱
党
し
、
以
後

一
八
五
〇
年
代
末
頃
ま
で
「
ピ
ー
ル
派
」（the P

eelite

）
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
穀
物
法
撤
廃
に
反
対
し
た
ス
タ
ン
リ
ー

こ
と
第
一
四
代
ダ
ー
ビ
ー
伯
（E

dw
ard G

eoffrey S
tanley, １４th E

arl of D
erby,

以
下
ダ
ー
ビ
ー
）
と
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
卿
（L

ord G
eorge 

B
entinck

）

─
ピ
ー
ル
陣
営
に
加
わ
る
前
は
二
人
と
も
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員

─
そ
し
て
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）
の
三
人

を
中
心
と
す
る
残
留
組
・
党
内
多
数
派
（
保
護
貿
易
派
）
は
、
ピ
ー
ル
脱
党
後
の
党
再
建
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ

り
、
一
八
四
六
年
に
首
相
ピ
ー
ル
が
原
因
と
な
っ
て
従
来
の
ト
ー
リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
が
二
分
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
ピ
ー
ル
と
訣
別
し

た
新
保
守
党
（
現
在
に
至
る
保
守
党
）
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
以
下
の
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

）
一
一
（
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二
〇
二
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一
二

①
　
通
説
ど
お
り
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
一
八
三
〇
年
代
前
半
以
降
、
ト
ー
リ
ー
党
政
治
家
の
間
で
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ

の
意
味
で
一
八
三
二
年
の
第
一
次
選
挙
法
改
正
と
同
年
の
総
選
挙
大
敗
北
が
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
に
何
ら
か
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
政
治
的
意
味
で
の
初
出
は
一
八
三
二
年
よ
り
も
前
で
あ
り
、
タ
ム
ワ
ー
ス
宣

言
も
基
本
的
に
は
保
守
党
「
党
首
」
の
立
場
で
発
信
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
ピ
ー
ル
自
身

は
、
一
八
三
五
年
以
前
か
ら
自
党
を
「
保
守
」
党
と
認
識
し
て
い
た
。

②
　「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
初
導
入
な
い
し
併
用
は
、
少
な
く
と
も
リ
ー
ダ
ー
（
ピ
ー
ル
）
主
体
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
逆
で
、
院
内
政
党
の
「
外
側
や
下
か
ら
」
の
動
き
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
「
必
要
に
応
じ
て
の
自
然
な
流
れ
に
基

づ
く
」
動
き
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

③
　
一
八
三
〇
年
代
と
い
う
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
初
導
入
期
に
院
内
政
党
を
指
導
し
、
近
代
保
守
主
義
の
あ
り
方
も
示
し
た
ピ
ー
ル

自
身
が
、
そ
の
党
を
分
裂
さ
せ
自
ら
も
脱
党
し
た
（
一
八
四
六
年
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
後
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
を
存
続
す
る
か
、

そ
れ
と
も
放
棄
す
る
か
は
、
そ
の
残
留
組
の
後
継
指
導
者
た
ち
（
ダ
ー
ビ
ー
ら
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
四
六
年
か
ら

五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
政
界
や
党
内
事
情
に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
党
内
多
数
派
残
留
組
の
反
ピ
ー
ル
派
（
保
護
貿
易
派
）
に
よ
っ
て
再
導
入
さ
れ
た
の
か
。

こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
残
留
組

─
現
在
に
至
る
保
守
党
の
出
発
点
で
あ
り
、
直
接
の
源
流
で
も
あ
る

─
保
護
貿
易
派
（P

rotectionists

）

に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
わ
が
国
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

）
一
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
三

そ
こ
で
、
さ
ら
に
解
明
す
べ
き
課
題
③
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

⑵
　
党
内
分
裂
後
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
再
導
入
の
経
緯
と
意
義

穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
分
裂
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ー
ク
は
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

一
八
四
六
年
に
は
、
こ
の
新
党
は
新
指
導
者
を
選
び
（
下
院
に
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
、
上
院
に
ス
タ
ン
リ
ー
）、
独
自
の
党
組
織
を
作
り
、
独
自

の
院
内
幹
事
を
選
任
し
、
独
自
の
党
資
金
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ー
ル
は
党
首
と
し
て
の
地
位
を
正
式
に
辞
任
し
た
よ

う
な
又
は
、
正
式
に
解
任
さ
れ
た
よ
う
な
ふ
し
が
な
い
。（
中
略
）　
一
方
反
ピ
ー
ル
派
の
者
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
保
守
党
員

（C
onservatives

）
と
い
う
呼
び
名
を
使
う
こ
と
す
ら
嫌
が
り
、
自
ら
を
「
保
護
貿
易
主
義
者
」（‘P

rotectionists ’

）
と
呼
ぶ
よ
う
な
く
だ

ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
戦
術
的
理
由
の
た
め
に
、
も
と
の
名
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。（B

lake １9８８

：５８

　
早

川
訳１979

：7５

　
た
だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）（
下
線 

引
用
者
）

こ
の
記
述
を
見
る
限
り
、
ピ
ー
ル
が
保
守
党
内
か
ら
「
党
首
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
「
党
首
」
と
い
う
自
覚
を
持
っ

て
い
た
可
能
性
は
割
と
低
か
っ
た
可
能
性
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
ピ
ー
ル
を
連
想
さ
せ
る
の

で
当
初
保
護
貿
易
派
（
反
ピ
ー
ル
派
の
議
員
た
ち
）
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
点
に
加
え
、「
戦
術
的
理
由
」
の
た
め
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル

が
復
活
し
再
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
前
述
の
ホ
ー
キ
ン
ス
が
著
し
た
最
新
の
ダ
ー
ビ
ー
（
ス
タ
ン
リ
ー
）
伝
に
基
づ
き
、
そ
の
辺
の
事
情
を
時
系
列
的
に
検
討
し

）
一
三
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
三

そ
こ
で
、
さ
ら
に
解
明
す
べ
き
課
題
③
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

⑵
　
党
内
分
裂
後
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
再
導
入
の
経
緯
と
意
義

穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
党
内
分
裂
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ー
ク
は
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

一
八
四
六
年
に
は
、
こ
の
新
党
は
新
指
導
者
を
選
び
（
下
院
に
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
、
上
院
に
ス
タ
ン
リ
ー
）、
独
自
の
党
組
織
を
作
り
、
独
自

の
院
内
幹
事
を
選
任
し
、
独
自
の
党
資
金
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ー
ル
は
党
首
と
し
て
の
地
位
を
正
式
に
辞
任
し
た
よ

う
な
又
は
、
正
式
に
解
任
さ
れ
た
よ
う
な
ふ
し
が
な
い
。（
中
略
）　
一
方
反
ピ
ー
ル
派
の
者
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
保
守
党
員

（C
onservatives

）
と
い
う
呼
び
名
を
使
う
こ
と
す
ら
嫌
が
り
、
自
ら
を
「
保
護
貿
易
主
義
者
」（‘P

rotectionists ’

）
と
呼
ぶ
よ
う
な
く
だ

ら
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
戦
術
的
理
由
の
た
め
に
、
も
と
の
名
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。（B

lake １9８８

：５８

　
早

川
訳１979

：7５

　
た
だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）（
下
線 
引
用
者
）

こ
の
記
述
を
見
る
限
り
、
ピ
ー
ル
が
保
守
党
内
か
ら
「
党
首
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
「
党
首
」
と
い
う
自
覚
を
持
っ

て
い
た
可
能
性
は
割
と
低
か
っ
た
可
能
性
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
ピ
ー
ル
を
連
想
さ
せ
る
の

で
当
初
保
護
貿
易
派
（
反
ピ
ー
ル
派
の
議
員
た
ち
）
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
点
に
加
え
、「
戦
術
的
理
由
」
の
た
め
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル

が
復
活
し
再
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
前
述
の
ホ
ー
キ
ン
ス
が
著
し
た
最
新
の
ダ
ー
ビ
ー
（
ス
タ
ン
リ
ー
）
伝
に
基
づ
き
、
そ
の
辺
の
事
情
を
時
系
列
的
に
検
討
し

）
一
三
（
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（
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）

一
四

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

政
府
提
出
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
威
圧
法
案
（Irish C

oercion B
ill

）
否
決
に
伴
い
、
そ
れ
が
事
実
上
内
閣
不
信
任
決
議
の
可
決
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
八
四
六
年
六
月
二
七
日
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
党
・
ホ
イ
ッ
グ
党
の
ラ
ッ
セ
ル
（John 

R
ussell

）
が
後
継
首
班
と
な
り
、
脱
党
し
た
ピ
ー
ル
派
の
支
援
を
受
け
て
一
八
五
二
年
二
月
二
一
日
ま
で
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
表
１
）。
一
八
四
六
年
七
月
八
日
に
開
か
れ
た
保
護
貿
易
派
上
下
両
院
議
員
夕
食
会
の
席
上
、
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
（
下
院
議
員
）
が
貴
族

院
（
以
下
、
上
院
）
議
員
の
ダ
ー
ビ
ー
を
自
分
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
推
薦
し
、
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ダ
ー
ビ
ー
を
党
首

と
す
る
保
護
貿
易
派
「
新
党
」
の
事
実
上
の
旗
揚
げ
と
い
っ
て
よ
い
（H

aw
kins ２００7

：３１３-３１４

）。
同
時
に
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
存

続
は
ダ
ー
ビ
ー
の
考
え
方
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ピ
ー
ル
の
ト
ー
リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
分
裂
➡
ピ
ー
ル
派
脱
党
」
の
一
因
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ダ
ー
ビ
ー
そ
の
人
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
当
の
本
人
は
ピ
ー
ル
派
と
の
和
解
、
す
な
わ
ち
保
守
党
の
再
建
・
再
統
一
を
望
ん
で
い
た
と
ホ
ー
キ
ン
ス
は
述
べ
て
い
る
。
当
時

（
一
八
四
六
年
七
月
〜
一
八
四
七
年
一
月
頃
）
ダ
ー
ビ
ー
の
党
再
建
・
再
統
一
構
想
は
、「
次
期
（
一
八
四
七
年
）
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
ま
で

現
状
を
維
持
す
る
➡
そ
の
結
果
（
保
護
貿
易
は
都
市
部
有
権
者
層
に
評
判
が
悪
い
の
で
）
予
想
ど
お
り
総
選
挙
に
敗
北
す
る
➡
そ
の
後
、
野
党

の
立
場
で
ピ
ー
ル
派
と
和
解
す
る
」
と
い
う
内
容
（ibid.

：３１４
）
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
ダ
ー
ビ
ー
ら
保
護
貿
易
派
と
ピ
ー
ル
ら
自
由
貿
易
派
と
の
和
解
は
、
事
実
上
困
難
を
極
め
た
と
い
う
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

ラ
ッ
セ
ル
政
権
が
提
出
し
た
法
案
を
ピ
ー
ル
派
が
支
持
し
た
こ
と
や
、
保
護
貿
易
派
に
よ
る
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
極
端
な
固
執
、
麦
芽

税
（m
alt tax

）
廃
止
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
に
伴
い
、
同
じ
保
護
貿
易
派
で
も
上
院
議
員
側
は
ダ
ー

ビ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
比
較
的
統
一
が
保
た
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
下
院
議
員
側
は
、
ベ
ン
テ
ィ
ン
ク
の
力
量
不
足
も

）
一
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
五

あ
っ
て
、
そ
の
党
内
凝
集
性
（party cohesion

）
は
弱
か
っ
た
（ibid.

：３１４-３２８

）
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ダ
ー
ビ
ー
が
予
想
し
た
と
お
り
、
一
八
四
七
年
総
選
挙
（
表
２
を
参
照
）
で
保
護
貿
易
派
は
大
幅
に
議
席
を
減
ら
し
た
。
し
か
し
そ
れ

（
一
八
四
七
年
秋
）
以
降
、
ダ
ー
ビ
ー
は
ピ
ー
ル
派
と
の
和
解
に
よ
る
党
再
建
・
再
統
一
を
ほ
ぼ
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
今
度
は
ピ
ー
ル
同
様
「
穏
健
な
（
割
と
保
守
的
な
見
解
を
持
つ
）
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
」（m

oderate W
higs

）
と
の
合
同
を
優
先
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
ピ
ー
ル
派
下
院
議
員
の
間
で
も
、
無
役
の
一
般
議
員
の
一
部
に
は
和
解
・
再
統
一
を
望
む
声
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ピ
ー
ル
を

は
じ
め
グ
ラ
ハ
ム
（Jam

es G
raham

）
な
ど
著
名
な
幹
部
議
員
は
、
和
解
・
再
統
一
を
拒
む
方
針
を
堅
持
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

一
八
四
八
年
以
後
の
ダ
ー
ビ
ー
は
、
ピ
ー
ル
派
と
の
和
解
・
融
合
で
は
な
く
、「
割
と
保
守
的
な
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
（
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
）」

と
の
協
調
や
そ
の
包
摂
を
新
「
保
守
」
党
再
建
・
再
統
一
の
基
本
路
線
に
し
て
い
っ
た
（ibid.

：３３０-３３１

）
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
保
護
貿
易
派
「
新
党
」
は
難
題
続
き
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
実
質
的
「
新
党
首
」
ダ
ー
ビ
ー
が
、
ピ
ー
ル
派
な
い
し
ホ

イ
ッ
グ
穏
健
派
の
「
包
摂
」
に
伴
う
自
党
の
院
内
基
盤
強
化
を
考
え
て
い
た
点
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
帰
結
と
し

て
一
八
四
七
年
総
選
挙
終
了
（
敗
北
）
後
、
党
ラ
ベ
ル
（
党
名
）
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
必
然
的
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ

の
点
に
つ
い
て
ブ
レ
ー
ク
は
、
一
八
四
七
年
総
選
挙
で
当
選
し
た
残
留
組
の
大
多
数
が
「
保
護
貿
易
派
」
と
い
う
肩
書
を
使
用
し
て

い
た
と
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
、「
保
守
党
」
と
い
う
名
称
は
ピ
ー
ル
を
連
想
さ
せ
嫌
悪
感
す
ら
抱
か
れ
た
の
で
、
一
八
世
紀
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
か
ら
「
地
方
党
」（C

ountry P
arty

）
と
い
う
党
名
の
採
用
も
検
討
さ
れ
た
と
い
う
（B

lake １9８８

：7８-79

　
早
川
訳１979

：１００

　
た

だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）。

）
一
五
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
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お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
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背
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渡
邉
）

一
五
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。
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の
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の
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の
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に
は
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を
望
む
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が
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た
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し
、
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を
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ど
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幹
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は
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和
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・
再
統
一
を
拒
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針
を
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そ
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以
後
の
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は
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で
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に
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は
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。
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じ
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選
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で
当
選
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の
大
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が
「
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と
い
う
肩
書
を
使
用
し
て

い
た
と
述
べ
て
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る
。
同
時
に
、「
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党
」
と
い
う
名
称
は
ピ
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ル
を
連
想
さ
せ
嫌
悪
感
す
ら
抱
か
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た
の
で
、
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世
紀
の
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ス
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ル
ジ
ア
か
ら
「
地
方
党
」（C
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arty
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と
い
う
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い
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部
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た
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五
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

一
六

今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
ダ
ー
ビ
ー
に
よ
っ
て
〝
新
た
に
〟
再
導
入
さ
れ
た
経
緯
は
、
ブ
レ
ー
ク
に
よ
れ
ば
以

下
の
と
お
り
と
な
る
。

一
八
四
六
年
当
時
、
党
内
の
「
反
ピ
ー
ル
派
・
保
護
貿
易
派
議
員
」
組
織
化
を
支
援
し
た
ベ
リ
ス
フ
ォ
ー
ド
（W

illiam
 B

eresford

）

と
い
う
極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（
８
）

が
、
同
僚
議
員
向
け
回
覧
状
の
件
で
ス
タ
ン
リ
ー
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
の
追
伸
で
ベ
リ
ス
フ
ォ
ー
ド

は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「『
保
守
党
』
は
、
わ
れ
わ
れ
に
参
加
を
希
望
す
る
者
に
も
、『
保
護
貿
易
派
』
や
『
地
方
党
』

を
敬
遠
す
る
者
に
も
、
す
べ
て
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
の
で
、『
保
守
党
』
と
記
載
す
る
の
が
最
善
の
方
策
と
考
え
ま
し
た
」。（B

lake 

１9８８

：８０

　
早
川
訳１979

：１００-１０１
　
た
だ
し
、
訳
文
を
一
部
改
め
た
）（
下
線 

引
用
者
）

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
保
守
党
ラ
ベ
ル
再
導
入
の
直
接
的
経
緯
と
し
て
、
核
と
な
る
ト
ー
リ
ー
党
は
も
ち
ろ
ん
院
内
基
盤
拡
大
の
た
め
、

「
ピ
ー
ル
派
」
や
「
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
」
と
い
う
「
中
間
派
な
い
し
中
道
右
派
」
議
員
を
で
き
る
だ
け
「
包
摂
」
す
る
必
要
性
と
、
そ
れ

に
対
す
る
期
待
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
一
八
三
〇
年
代
前
半
の
ピ
ー
ル
時
代
に
も
、
基
本
的
に

は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
理
由
で
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
初
導
入
さ
れ
、
併
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
る
史
料
を
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
れ
は
、
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
が
倒
れ
る
原
因
と
な
っ
た
一
八
三
五
年
総
選
挙
敗
北
（
表
２
を
参
照
）
後
、
総
辞
職
を
明
言
し
た
ピ
ー

ル
に
触
発
さ
れ
、
匿
名
で
書
か
れ
た
論
文H

in
ts to th

e con
servatives, in

 a letter ad
d

ressed
 to S

ir R
obert P

eel, B
art., M

. P
. 

（L
ondon

：１８３５

）
で
あ
る
。
こ
の
匿
名
論
文
は
、「
保
守
」
と
い
う
党
ラ
ベ
ル
の
相
対
的
目
新
し
さ
を
よ
く
考
え
る
よ
う
同
僚
議
員
に
進

）
一
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
七

言
し
た
内
容
（G

aunt ２０２３

：7１

）
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
係
あ
る
部
分
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

閣
下
、
…
…
党
名
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
保
守
」（‘C

onservative ’

）
と
い
う
新
し
い
言
い
方
を
今
や
多
く
の
人
が
歓
迎
す
る
の
は
、
単

に
当
事
者
が
そ
の
新
し
い
言
い
方
を
す
る
こ
と
で
、
ト
ー
リ
ー
と
い
う
ほ
と
ん
ど
廃
れ
た
、
と
て
も
不
快
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
か
ら
完
全
に

切
り
離
さ
れ
る
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
本
質
的
に
重
要
な
の
は
、
少
な
く
と
も
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
党
名
に
は

不
快
な
響
き
が
一
切
な
い
の
で
、
結
果
と
し
て
、
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
意
見
の
持
ち
主
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
こ
と
も
、
そ
し
て
ま
た
、
最
も

頑
固
で
頭
の
固
い
人
た
ち
が
不
満
に
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
点
で
す
。
こ
の
新
し
い
党
名
は
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
獲
得
で
き
な
か
っ
た
精
神
的
自
主
性
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
大
切
に
支
え
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
統

治
上
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
も
な
る
し
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
た
め
の
空
間
と
休
息
時
間
を
も
万
人
に
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
…
…
わ

れ
わ
れ
は
ホ
イ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
ー
と
い
う
言
い
方
を
過
去
の
も
の
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
ホ
イ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
ー

と
い
う
二
つ
の
言
い
方
へ
の
厳
格
な
定
義
づ
け
は
一
切
必
要
な
く
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
両
党
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
て
い
る
印
象
を
、
少

な
く
と
も
、
よ
り
一
般
的
な
定
義
で
、
し
か
も
素
直
な
心
と
探
究
心
に
合
わ
せ
て
描
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
…
…

ト
ー
リ
ー
主
義
は
、
一
貫
し
た
惰
性
と
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
へ
の
抵
抗
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
わ
が
祖
先
が
つ
く
り
あ
げ
た
諸
制
度
へ
の
無

限
か
つ
狂
信
的
と
も
い
え
る
崇
敬
の
念
を
意
味
す
る
言
葉
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
逆
に
ホ
イ
ッ
グ
主
義
は
、
知
性
の
進
歩
に

伴
い
、
い
つ
か
到
達
す
る
と
思
わ
れ
る
想
像
上
の
完
成
形
を
常
に
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
今
や
、
過
去
の
こ
と
と
は
い
え
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
ら
ゆ
る
濫
用
の
責
任
を
彼
ら
に
取
ら
せ
、
彼
ら
が
企
て
る
改
良
計
画
を
一
切
重
視
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
保
守
党
と
い
う
名
称
に
は
ト
ー
リ
ー
党
と
い
う
名
称
以
上
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
。

）
一
七
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
七

言
し
た
内
容
（G

aunt ２０２３

：7１

）
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
係
あ
る
部
分
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

閣
下
、
…
…
党
名
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
保
守
」（‘C

onservative ’

）
と
い
う
新
し
い
言
い
方
を
今
や
多
く
の
人
が
歓
迎
す
る
の
は
、
単

に
当
事
者
が
そ
の
新
し
い
言
い
方
を
す
る
こ
と
で
、
ト
ー
リ
ー
と
い
う
ほ
と
ん
ど
廃
れ
た
、
と
て
も
不
快
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
か
ら
完
全
に

切
り
離
さ
れ
る
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
本
質
的
に
重
要
な
の
は
、
少
な
く
と
も
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
党
名
に
は

不
快
な
響
き
が
一
切
な
い
の
で
、
結
果
と
し
て
、
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
意
見
の
持
ち
主
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
こ
と
も
、
そ
し
て
ま
た
、
最
も

頑
固
で
頭
の
固
い
人
た
ち
が
不
満
に
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
点
で
す
。
こ
の
新
し
い
党
名
は
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
獲
得
で
き
な
か
っ
た
精
神
的
自
主
性
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
大
切
に
支
え
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
統

治
上
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
も
な
る
し
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
た
め
の
空
間
と
休
息
時
間
を
も
万
人
に
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
…
…
わ

れ
わ
れ
は
ホ
イ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
ー
と
い
う
言
い
方
を
過
去
の
も
の
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
ホ
イ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
ー

と
い
う
二
つ
の
言
い
方
へ
の
厳
格
な
定
義
づ
け
は
一
切
必
要
な
く
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
両
党
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
て
い
る
印
象
を
、
少

な
く
と
も
、
よ
り
一
般
的
な
定
義
で
、
し
か
も
素
直
な
心
と
探
究
心
に
合
わ
せ
て
描
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
…
…

ト
ー
リ
ー
主
義
は
、
一
貫
し
た
惰
性
と
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
へ
の
抵
抗
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
わ
が
祖
先
が
つ
く
り
あ
げ
た
諸
制
度
へ
の
無

限
か
つ
狂
信
的
と
も
い
え
る
崇
敬
の
念
を
意
味
す
る
言
葉
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
逆
に
ホ
イ
ッ
グ
主
義
は
、
知
性
の
進
歩
に

伴
い
、
い
つ
か
到
達
す
る
と
思
わ
れ
る
想
像
上
の
完
成
形
を
常
に
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
今
や
、
過
去
の
こ
と
と
は
い
え
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
ら
ゆ
る
濫
用
の
責
任
を
彼
ら
に
取
ら
せ
、
彼
ら
が
企
て
る
改
良
計
画
を
一
切
重
視
し
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
保
守
党
と
い
う
名
称
に
は
ト
ー
リ
ー
党
と
い
う
名
称
以
上
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
。

）
一
七
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

一
八

（G
aunt ２０２３

：9１

）（
下
線 

引
用
者
）

一
八
四
六
年
以
降
割
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
結
局
、
残
留
組
（
保
護
貿
易
派
）

に
よ
っ
て
再
導
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
ダ
ー
ビ
ー
ら
反
ピ
ー
ル
派

─
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
現
在
に
至
る
保
守
党
の

出
発
点
で
あ
り
直
接
の
源
流
と
な
る
議
員
集
団

─
す
な
わ
ち
、
保
護
貿
易
派
の
議
員
た
ち
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

か
。上

記
の
言
及
か
ら
、「
今
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
『
ト
ー
リ
ー
』」
と
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
人
も
頑
固
な
人
も
同
時
に
満

足
で
き
る
『
保
守
』」
と
の
、
意
味
上
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
上
の
違
い
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
保
守
」
で
あ
れ
ば
ト
ー

リ
ー
の
「
コ
ア
」
を
敵
に
回
す
こ
と
な
く
、
そ
の
「
周
辺
」
の
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
で
穏
健
な
保
守
の
人
た
ち
ま
で
同
時
に
一
括
し
て
包
摂

で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
保
守
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
進
主
義
勢
力
や
革
命
勢
力
の
圧
力
に
対

抗
で
き
る
幅
広
い
「
中
道
・
右
派
連
合
」、
す
な
わ
ち
「
保
守
系
院
内
基
盤
」
の
拡
大
・
構
築
が
中
長
期
的
に
実
現
で
き
る
可
能
性
が

あ
っ
た
（
渡
邉２０２３

：２２

）
と
考
え
て
よ
い
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
か
ら
、
新
旧
院
内
保
守
党
（
一
八
三
〇
〜
四
〇
年
代
）
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
必
要
性
と
そ
れ
へ

の
期
待
と
い
う
こ
と
で
新
党
ラ
ベ
ル
導
入
・
再
導
入
の
直
接
的
な
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ホ
ー
キ
ン
ス
に
よ
れ
ば
ダ
ー
ビ
ー
の
と
っ

た
態
度
こ
そ
、「
ト
ー
リ
ー
」
あ
る
い
は
「
保
護
貿
易
派
」
と
い
う
従
来
的
呼
称
（designations

）
の
停
止
、
す
な
わ
ち
「
保
守
」
党
ラ

ベ
ル
の
再
導
入
（
復
活
）
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ダ
ー
ビ
ー
は
、
こ
の
新
党
が
従
来
の
ト
ー
リ
ー
的
な
「
反
カ
ト
リ
ッ
ク
、
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
の
残
党
」（an anti-C

atholic and anti- Jew
ish rum

p

）
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
う
の
を
防
い
だ
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
か

）
一
八
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
九

ら
も
、「
保
守
」
が
「
下
院
各
党
派
（
と
り
わ
け
中
道
・
右
派
陣
営
）
を
横
断
し
、
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
」
る
（H

aw
kins ２００7

：３４０

）
う

え
で
比
較
的
好
都
合
な
党
ラ
ベ
ル
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、「
一
八
四
六
年
以
降
保
護
貿
易
派
の
怒
り
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
志
向
に
よ
っ
て
煽
り
立
て
ら
れ
て
き
た
保
守
党
議
員
た
ち
は
、

思
慮
分
別
あ
る
熟
考
と
は
無
縁
の
激
し
い
憤
り
を
見
せ
つ
け
て
き
た
」
の
で
、
ダ
ー
ビ
ー
と
し
て
は
、「
背
信
の
罪
に
後
悔
を
禁
じ
得
な

い
ピ
ー
ル
派
と
、
ま
ご
つ
い
て
い
た
ホ
イ
ッ
グ
党
に
門
戸
を
開
放
し
つ
つ
、
憤
り
を
見
せ
て
い
た
保
護
貿
易
派
議
員
や
反
カ
ト
リ
ッ
ク
派

議
員
た
ち
の
怒
り
も
や
わ
ら
げ
よ
う
と
し
た
」（ibid.

：３５４

）
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
保
守
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
程
度
「
中
道
的
で
進
歩
的
な
」

意
味
合
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
と
再
導
入
に
よ
っ
て
、「
現
状
維

持
」
プ
ラ
ス
「
包
摂
」
と
い
う
〝
二
重
効
果
〟
も
期
待
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
今
回
（
二
度
目
）
の
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
（
再
）
導
入
は
、
事
実
上
の
「
党
首
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
ダ
ー
ビ
ー
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
ピ
ー
ル
時
代
と
は
異
な
り
、
あ
る
程
度
「
上
か
ら
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

通
説
と
異
な
り
、
ピ
ー
ル
で
な
く
ダ
ー
ビ
ー
こ
そ
実
質
的
な
真
の
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
ピ
ー
ル
時
代
と
ダ
ー
ビ
ー
時
代
に
お
い
て
新
し
い
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
に
至
ら
し
め
た
、
も
っ
と
構
造
的
で
奥
深
い
政
治

的
背
景
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

）
一
九
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

一
九

ら
も
、「
保
守
」
が
「
下
院
各
党
派
（
と
り
わ
け
中
道
・
右
派
陣
営
）
を
横
断
し
、
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
」
る
（H

aw
kins ２００7

：３４０

）
う

え
で
比
較
的
好
都
合
な
党
ラ
ベ
ル
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、「
一
八
四
六
年
以
降
保
護
貿
易
派
の
怒
り
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
志
向
に
よ
っ
て
煽
り
立
て
ら
れ
て
き
た
保
守
党
議
員
た
ち
は
、

思
慮
分
別
あ
る
熟
考
と
は
無
縁
の
激
し
い
憤
り
を
見
せ
つ
け
て
き
た
」
の
で
、
ダ
ー
ビ
ー
と
し
て
は
、「
背
信
の
罪
に
後
悔
を
禁
じ
得
な

い
ピ
ー
ル
派
と
、
ま
ご
つ
い
て
い
た
ホ
イ
ッ
グ
党
に
門
戸
を
開
放
し
つ
つ
、
憤
り
を
見
せ
て
い
た
保
護
貿
易
派
議
員
や
反
カ
ト
リ
ッ
ク
派

議
員
た
ち
の
怒
り
も
や
わ
ら
げ
よ
う
と
し
た
」（ibid.

：３５４

）
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
一
八
四
〇
〜
五
〇
年
代
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
保
守
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
程
度
「
中
道
的
で
進
歩
的
な
」

意
味
合
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
と
再
導
入
に
よ
っ
て
、「
現
状
維

持
」
プ
ラ
ス
「
包
摂
」
と
い
う
〝
二
重
効
果
〟
も
期
待
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
今
回
（
二
度
目
）
の
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
（
再
）
導
入
は
、
事
実
上
の
「
党
首
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
ダ
ー
ビ
ー
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
ピ
ー
ル
時
代
と
は
異
な
り
、
あ
る
程
度
「
上
か
ら
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

通
説
と
異
な
り
、
ピ
ー
ル
で
な
く
ダ
ー
ビ
ー
こ
そ
実
質
的
な
真
の
「
初
代
保
守
党
党
首
」
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
ピ
ー
ル
時
代
と
ダ
ー
ビ
ー
時
代
に
お
い
て
新
し
い
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
に
至
ら
し
め
た
、
も
っ
と
構
造
的
で
奥
深
い
政
治

的
背
景
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

）
一
九
（
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（
二
〇
二
五
年
九
月
）

二
〇

三
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景

こ
こ
で
は
、
上
記
の
問
に
可
能
な
限
り
答
え
る
た
め
、
当
該
分
野
に
隣
接
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
成
果
を
下
敷
き
に
、
以
下
二
つ
の

観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
。「
一
、
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
一
つ
目
は
「
当
時
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー

テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
」、
二
つ
目
は
「
当
時
の
有
権
者
に
よ
る
分
割
投
票
傾
向
の
変
化
」
で
あ
る
。

⑴
　
当
時
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
と
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル

①
　
内
閣
の
制
度
化
と
機
能
強
化
に
伴
う
党
内
規
律
化
・
党
内
凝
集
性
の
増
大

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
下
院
議
員
の
党
派
意
識
（partisanship

）
や
党
内
造
反
に
つ
い
て
調
査
し
た
政
治
学
者
ベ
リ
ン
ト
ン
（H

ugh 

B
errington

）
に
よ
れ
ば
、「
一
九
世
紀
前
半
・
後
半
を
問
わ
ず
、
党
の
中
心
部
で
生
じ
た
党
内
造
反
は
、
ほ
と
ん
ど
の
院
内
採
決
に
お
い

て
当
時
の
政
府
与
党
を
強
化
し
、
野
党
側
を
無
力
化
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
」
と
い
う
。
そ
れ
は
「
野
党
の
ほ
う
が
政
府
与
党
以
上
に

党
派
横
断
的
で
、
し
か
も
無
党
派
的
な
投
票
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」。
そ
の
う
え
で
ベ
リ
ン
ト
ン
は
、「
政
府
与
党
は
、
自
党
か
ら

の
脱
党
を
怖
れ
る
ケ
ー
ス
以
上
に
、
野
党
内
不
和
の
せ
い
で
与
党
支
持
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
ケ
ー
ス
を
よ
り
多
く
経
験
し
て
い

た
」（B

errington １96８

：３５9

）
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
国
王
が
そ
の
「
大
権
」
と
い
う
形
で
独
占
し
て
き
た
官
職
任
免
権
や
議
会
解
散
権
を
今
や
（
首
相
と
大
蔵
省
を
中
心
と

す
る
）
政
府
与
党
が
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
必
然
的
に
「
野
党
」
よ
り
も
「
与
党
」
側
で
党
内
凝
集
性
が
増
大
し
て
い
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
与
党
限
定
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
に
党
内
凝
集
性
や
党
派
意
識
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
す
る
な
ら
、

）
二
一
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
一

そ
れ
は
行
政
権
の
主
体
で
あ
る
「
内
閣
」
が
一
九
世
紀
を
通
じ
て
公
式
に
制
度
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
内
閣
機
能
の
強
化
に

基
づ
く
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ピ
ー
ル
が
首
相
と
し
て
発
信
し
た
タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
が
、
の
ち
に
「
近
代
保
守
主
義
・
近
代
保

守
党
の
創
設
文
書
」
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
辺
の
事
情
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（W

alter B
agehot

）
も
、
政
党
指
導
者
た
ち
は
「
ど
ん
な
誘
惑
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
強
迫
で

〔
議
員
た
ち
を
〕
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
党
指
導
者
た
ち
は
、
議
会
を
解
散
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
政
党
を
一

つ
に
ま
と
め
る
秘
訣
で
あ
る
」（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
　
遠
山
訳２０２３

：２１５

）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
新
た
な
「
○
○
」
党
ラ
ベ
ル

導
入
の
政
治
的
背
景
と
し
て
は
、「
内
閣
、
そ
し
て
首
相
＝
党
首
な
ど
幹
部
議
員
の
制
度
化
」
に
伴
う
党
内
規
律
化
の
ほ
う
が
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
　
主
要
政
治
争
点
の
続
出
に
伴
う
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
明
確
化

他
に
も
、
一
九
世
紀
の
下
院
活
動
を
分
析
し
た
政
治
学
者
マ
ク
レ
ー
ン
（Iain M

cL
ean

）
は
、
一
八
三
二
年
以
降
の
党
内
凝
集
性
増
大

に
関
す
る

─
相
互
に
関
連
し
合
う

─
三
つ
の
解
釈
（
説
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
①
両
党
と
も
党
内
規
律
の
手
段
を
初
め
て
身
に
つ
け

た
か
ら
（organizational

）、
②
議
員
や
議
員
候
補
者
が
再
選
・
当
選
を
確
実
に
果
た
す
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
政
党
に
所
属
し
た
ほ
う
が
好

都
合
だ
と
自
ら
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
（electoral

）、
③
選
挙
の
圧
力
と
は
別
に
、
議
員
が
党
独
自
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
最
終
的
に

理
解
し
た
か
ら
（ideological

）、
と
い
う
三
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
マ
ク
レ
ー
ン
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
、
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル

ス
キ
ー
（M

oisey O
strogorsky

）
以
来
最
も
注
目
さ
れ
て
き
た
「
①
党
組
織
化
説
」
は
、
意
外
と
説
得
力
に
乏
し
い
（M

cL
ean １99２

：４99

─５００

）
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
マ
ク
レ
ー
ン
は
、
一
九
世
紀
当
時
の
下
院
活
動
が
い
わ
ゆ
る‘governm

ent days ’

と‘private m
em

ber ’s day ’

と
に
区
別
さ

）
二
一
（
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党
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あ
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あ
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。
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近
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。
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二
二

れ
、
前
者
の
増
加
＝
後
者
の
減
少
と
い
う
傾
向
を
示
し
た
う
え
で
、
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
八
五
年
の
間
に
無
所
属
議
員
の
影
響
力
は
確

実
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（ibid.

：５００

）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、
党
内
凝
集
性
の
増
大
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入

の
政
治
的
背
景
を
考
察
す
る
に
は
、
保
守
党
や
自
由
党
の
「
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
」（party line

）
と
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
必
要
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
新
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
、
今
度
は
「
当
時
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
」

と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
述
の
べ
リ
ン
ト
ン
は
、
一
九
世
紀
に
「
イ
ギ
リ
ス
各
党
の
党
内
団
結
（unity

）
を
築
き
上
げ
た
も
の
は
、
階
級
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ

た
焦
熱
地
獄
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
宗
教
を
め
ぐ
っ
て
大
昔
か
ら
続
い
て
き
た
闘
争
心
」（B

errington １96８

：３69

）
だ
と
し
た
。

確
か
に
一
九
世
紀
後
半
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
問
題
（Irish H

om
e R

ule

）
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
が
対
象

と
す
る
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
新
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
は
、
そ
う
し
た
主
要
政
治
「
争
点
」（issues

）
や
対
立
軸
の
存
在
、

そ
れ
に
伴
う
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
べ
リ
ン
ト
ン
は
、
当
時
の
院
内
採
決
で
見
ら
れ
た
「
自
由
党
議
員
と
保
守
党
議
員
の
党
内
団
結

─
換
言
す
れ
ば
以
前
よ
り
も

党
内
造
反
が
生
じ
な
く
な
っ
た

─
理
由
の
違
い
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
。

自
由
党
の
議
員
た
ち
が
院
内
採
決
で
党
幹
部
に
逆
ら
わ
な
く
な
っ
た
の
は
、
自
由
党
幹
部
議
員
の
主
義
主
張
（causes

）
が
彼
ら
と
一

体
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
保
守
党
議
員
た
ち
が
自
分
の
所
属
政
党
に
大
き
な
忠
誠
を
示
し
た
の
は
、
党
へ
の
忠

）
二
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
三

誠
心
（party loyalty

）
こ
そ
急
進
派
の
政
治
的
挑
戦
に
対
抗
で
き
る
唯
一
の
バ
リ
ア
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（ibid.

：３7２

）。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
保
守
党
に
関
し
て
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
ベ
リ
ン
ト
ン
の
指
摘
に
従
う
と
、
古
く
て

狭
量
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う‘T

ory ’

を
用
い
る
よ
り
、
新
し
く
て
幅
広
く
、
包
容
力
も
あ
り
そ
う
な‘C

onservative ’

を
用
い
た
ほ

う
が
「
仲
間
を
増
や
し
や
す
く
、
防
波
堤
効
果
も
大
き
く
な
る
」
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
今
度
は
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
期
の
主
要
政
治
争
点
と
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
院
内
採
決
結
果
を
分
析
し
た
ア
イ
デ
ロ
ッ
テ

（W
illiam

 O
. A

ydelotte

）
の
研
究
成
果
を
手
が
か
り
に
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

政
党
間
論
争
に
お
い
て
政
治
争
点
の
果
た
す
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
か
ら
過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（A

ydelotte 

１966

：9５

）。
ア
イ
デ
ロ
ッ
テ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
っ
て
、
当
時
は
両
党
と
も
党
内
不
一
致
が
常
態
化
し

て
い
た
（ibid.

：１０7-１０８

）
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は
い
え
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
表
３
で
示
さ
れ
た
あ
る
一
定
の
政
治
争
点

─
❷
所
得
税
導
入
（
政
府
提
出
の
一
八
四
二
年
度
予
算
案
）、
❸
自
由
貿
易
化
、
❹
❺
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題

─
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
パ
ー

テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
）
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
表
３
に
掲
げ
た
八
つ
の
主
要
政
治
争
点
を
も
う
少
し
細
か
く
分
析
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
❶
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
請
願
（
労
働
者
階
級
へ
の
参
政
権
付
与
な
ど
議
会
民
主
化
の
要
求
）
に
保
守
党
が
断
固
拒
絶
の
態
度
を
示
し
た

の
に
対
し
、
自
由
党
の
意
見
は
賛
否
両
論
に
割
れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
い
わ
ゆ
る
「
リ
ブ
＝
ラ
ブ
主
義
」（L

ib.-L
ab. ism

）

─

自
由
党
議
員
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
意
見
や
利
益
を
国
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
・
運
動

─
が
展
開

さ
れ
た
遠
因
も
、
こ
こ
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
❽
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
救
済
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
〝
リ
ベ
ラ
ル
〟
な
政

）
二
三
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
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ル
導
入
の
経
緯
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背
景
（
渡
邉
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二
三

誠
心
（party loyalty

）
こ
そ
急
進
派
の
政
治
的
挑
戦
に
対
抗
で
き
る
唯
一
の
バ
リ
ア
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（ibid.

：３7２

）。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
保
守
党
に
関
し
て
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
ベ
リ
ン
ト
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の
指
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に
従
う
と
、
古
く
て

狭
量
な
イ
メ
ー
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が
つ
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ま
と
う‘T

ory ’

を
用
い
る
よ
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、
新
し
く
て
幅
広
く
、
包
容
力
も
あ
り
そ
う
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を
用
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た
ほ
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が
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仲
間
を
増
や
し
や
す
く
、
防
波
堤
効
果
も
大
き
く
な
る
」
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
今
度
は
、
第
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次
ピ
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ル
内
閣
期
の
主
要
政
治
争
点
と
、
そ
れ
ら
を
め
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る
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内
採
決
結
果
を
分
析
し
た
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デ
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）
の
研
究
成
果
を
手
が
か
り
に
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

政
党
間
論
争
に
お
い
て
政
治
争
点
の
果
た
す
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
研
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者
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ら
過
小
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さ
れ
る
こ
と
が
多
か
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）。
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デ
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テ
も
指
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す
る
よ
う
に
、
確
か
に
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
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て
、
当
時
は
両
党
と
も
党
内
不
一
致
が
常
態
化
し

て
い
た
（ibid.

：１０7-１０８

）
と
い
わ
ざ
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を
得
な
い
。
と
は
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え
、
す
べ
て
で
は
な
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が
、
表
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で
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あ
る
一
定
の
政
治
争
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（
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の
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案
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❺
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に
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は
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テ
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ボ
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テ
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グ
（
パ
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テ
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・
ラ
イ
ン
の
整
序
）
が
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で
き
る
の
で
あ
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。

そ
こ
で
、
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に
掲
げ
た
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の
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要
政
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争
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を
も
う
少
し
細
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く
分
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み
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。

ま
ず
❶
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の
請
願
（
労
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者
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の
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与
な
ど
議
会
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化
の
要
求
）
に
保
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党
が
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固
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の
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を
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の
に
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し
、
自
由
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の
意
見
は
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否
両
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に
割
れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
い
わ
ゆ
る
「
リ
ブ
＝
ラ
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主
義
」（L

ib.-L
ab. ism

）

─

自
由
党
議
員
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
意
見
や
利
益
を
国
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
・
運
動

─
が
展
開

さ
れ
た
遠
因
も
、
こ
こ
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
❽
カ
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リ
ッ
ク
教
徒
の
救
済
と
い
う
、
当
時
と
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は
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政
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二
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二
四

治
争
点
に
関
し
て
は
、
自
由
党
は
完
全

に
賛
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同

時
に
、
当
時
の
保
守
党
が
従
来
の
ト
ー

リ
ー
的
伝
統
そ
の
ま
ま
に
「
反
カ
ト

リ
ッ
ク
的
」
だ
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ

る
。そ

れ
に
対
し
❷
か
ら
❼
ま
で
の
六
つ

は
、
い
ず
れ
も
党
内
不
一
致
や
造
反
率

が
一
〇
％
未
満
の
、
つ
ま
り
主
要
政
治

争
点
に
対
す
る
「
両
党
の
意
見
の
違

い
」「
党
と
し
て
の
姿
勢
」、
す
な
わ
ち

パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
と
明
確
化

に
大
き
く
貢
献
し
た
政
治
争
点
な
い
し

対
立
軸
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

❷
は
、
要
す
る
に
、
ピ
ー
ル
内
閣
が

提
出
し
た
一
八
四
二
年
度
予
算
案
に
対

す
る
是
非
で
あ
る
。
戦
時
な
ら
と
も
か

【表 3】　�第二次ピール内閣期（１8４１〜４６年）の主要政治争点をめぐる院内採決の

傾向　（％）

「自由党系

（Liberals）」

「保守党系

（Conservatives）」

＜賛成＞ ＜反対＞ ＜賛成＞ ＜反対＞

❶チャーティストの請願

 （１８４２年 ５ 月 ３ 日）

４３ ５7 ０ １００

❷所得税導入に対する異議申立て

 （１８４２年 ４ 月１８日）

96 ４ １ 99

❸砂糖関税の引下げ

 （１８４２年 6 月 ３ 日）

99 １ １ 99

❹ アイルランド問題検討委員会設置

動議 （１８４４年 ２ 月２３日）

99 １ ０ １００

❺ アイルランド国教会収入検討委員

会設置動議 （１８４４年 6 月１２日）

99 １ １ 99

❻ 農業不況に関するコブデン提出 

動議 （１８４５年 ３ 月１３日）

9８ ２ ２ 9８

❼大学改革

 （１８４５年 ４ 月１０日）

9８ ２ ０ １００

❽ローマ・カトリック教徒救済法案

 （１８４7年 ２ 月２４日）

１００ ０ １２ ８８

出典　 Aydelotte １966：１０7の表 ３ に基づき、党派色の違いが明白な主なものだ

けを抜粋して筆者作成。

）
二
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
五

く
、
平
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
八
一
六
年
（
一
連
の
対
仏
戦
争
終
結
後
）
以
来
お
よ
そ
四
半
世
紀
ぶ
り
に
所
得
税
を
導
入
す
る
提
案
だ
っ
た

た
め
、
地
方
農
村
部
の
地
主
貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
（
保
守
党
支
持
基
盤
）
の
負
担
も
当
然
重
く
な
る
は
ず
で
あ
る
（
9
）

。
な
の
に
、
所
得
税
導

入
へ
の
反
対
論
は
保
守
党
内
で
さ
え
一
％
し
か
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
政
府
与
党
内
の
意
見
が
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
❸
自
由
貿
易
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
既
述
の
と
お
り
一
八
四
六
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
最
重
要
政
治
争
点
と
さ
れ
る
の
が
一
連
の
❹
❺
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
は

「
国
教
会
」「
教
育
」「
土
地
」
と
い
う
三
つ
の
問
題
に
区
分
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
ど
れ
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
「
自
治
」

の
問
題
に
行
き
つ
く
（B

lake １9８８

：５０-５３

　
早
川
訳１979

：6４-67

）。
自
治
を
含
む
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
を
そ
れ
な
り
に
改
善
し
た
ほ
う

が
現
状
維
持
に
つ
な
が
る

─
こ
れ
が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
を
中
心
と
す
る
「
非
保
守
（
ト
ー
リ
ー
）
党
す
な
わ
ち
、
の
ち
の
自
由
党
系
」
議

員
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
状
に
少
し
で
も
〝
メ
ス
〟
を
入
れ
れ
ば
君
主
制
や
国
教
制
は
も
ち
ろ
ん
連
合
王
国
全
体
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
こ
れ
を
断
固
拒
否
し
て
き
た
の
が
「
保
守
（
ト
ー
リ
ー
）
党
系
」
議
員
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
三
五
年
以
降
ダ
ー

ビ
ー
が
四
〇
人
ほ
ど
の
仲
間
を
引
き
連
れ
て
ホ
イ
ッ
グ
陣
営
か
ら
ト
ー
リ
ー
陣
営
に
鞍
替
え
し
た
の
も
、
グ
レ
ー
内
閣
が
推
進
し
て
き
た

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
余
剰
収
入
民
間
流
用
」
政
策
に
断
固
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
た
か
ら
で
あ
る
（
１０
）

。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
三
七
年
頃
に
か
け
て
は
、
そ
の
議
員
が
「
ト
ー

リ
ー
」
か
「
ホ
イ
ッ
グ
」
か
を
識
別
で
き
る
〝
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
〟
的
な
政
治
争
点
と
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
八
四
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
ト
ー
リ
ー
（
保
守
）
党
の
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
は
、
ホ
イ
ッ
グ
（
自
由
）
党
の
そ
れ
と

は
真
逆
の
「
保
護
貿
易
維
持
（
自
由
貿
易
化
反
対
）・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
維
持
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
支
持
）・
非
国
教
徒
の
入
学
を

）
二
五
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
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に
お
け
る
「
保
守
」
党
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経
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と
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（
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五
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平
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に
も
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一
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（
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の
対
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後
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以
来
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ぶ
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に
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得
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す
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の
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貴
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ジ
ェ
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ト
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（
保
守
党
支
持
基
盤
）
の
負
担
も
当
然
重
く
な
る
は
ず
で
あ
る
（
9
）

。
な
の
に
、
所
得
税
導

入
へ
の
反
対
論
は
保
守
党
内
で
さ
え
一
％
し
か
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
政
府
与
党
内
の
意
見
が
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
❸
自
由
貿
易
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
既
述
の
と
お
り
一
八
四
六
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
最
重
要
政
治
争
点
と
さ
れ
る
の
が
一
連
の
❹
❺
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
は

「
国
教
会
」「
教
育
」「
土
地
」
と
い
う
三
つ
の
問
題
に
区
分
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
ど
れ
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
「
自
治
」

の
問
題
に
行
き
つ
く
（B

lake １9８８

：５０-５３

　
早
川
訳１979

：6４-67

）。
自
治
を
含
む
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
を
そ
れ
な
り
に
改
善
し
た
ほ
う

が
現
状
維
持
に
つ
な
が
る

─
こ
れ
が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
を
中
心
と
す
る
「
非
保
守
（
ト
ー
リ
ー
）
党
す
な
わ
ち
、
の
ち
の
自
由
党
系
」
議

員
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
状
に
少
し
で
も
〝
メ
ス
〟
を
入
れ
れ
ば
君
主
制
や
国
教
制
は
も
ち
ろ
ん
連
合
王
国
全
体
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
こ
れ
を
断
固
拒
否
し
て
き
た
の
が
「
保
守
（
ト
ー
リ
ー
）
党
系
」
議
員
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
三
五
年
以
降
ダ
ー

ビ
ー
が
四
〇
人
ほ
ど
の
仲
間
を
引
き
連
れ
て
ホ
イ
ッ
グ
陣
営
か
ら
ト
ー
リ
ー
陣
営
に
鞍
替
え
し
た
の
も
、
グ
レ
ー
内
閣
が
推
進
し
て
き
た

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
余
剰
収
入
民
間
流
用
」
政
策
に
断
固
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
た
か
ら
で
あ
る
（
１０
）

。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
三
七
年
頃
に
か
け
て
は
、
そ
の
議
員
が
「
ト
ー

リ
ー
」
か
「
ホ
イ
ッ
グ
」
か
を
識
別
で
き
る
〝
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
〟
的
な
政
治
争
点
と
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
八
四
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
ト
ー
リ
ー
（
保
守
）
党
の
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
は
、
ホ
イ
ッ
グ
（
自
由
）
党
の
そ
れ
と

は
真
逆
の
「
保
護
貿
易
維
持
（
自
由
貿
易
化
反
対
）・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
維
持
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
支
持
）・
非
国
教
徒
の
入
学
を

）
二
五
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

二
六

認
め
る
寛
容
な
大
学
改
革
へ
の
異
議
申
立
て
」
と
い
う
図
式
で
、
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
既
述
の
よ
う
に
、
大
半

の
政
治
争
点
を
め
ぐ
っ
て
常
に
党
内
不
和
を
経
験
し
、
党
内
不
一
致
が
常
態
化
し
て
い
た
両
党
（
と
り
わ
け
ト
ー
リ
ー
陣
営
）
か
ら
す
れ
ば
、

目
新
し
く
、
穏
健
勢
力
か
ら
守
旧
勢
力
に
至
る
ま
で
「
右
派
陣
営
」
を
幅
広
く
包
摂
で
き
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
が
、
一
部
と
は
い

え
、
こ
う
し
た
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
整
序
（
二
大
政
党
化
）
と
完
全
に
無
関
係
だ
っ
た
と
考
え
る
の
は
難
し

い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑵
　
当
時
の
有
権
者
に
よ
る
分
割
投
票
傾
向
の
変
化
と
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル

制
度
は
政
治
ア
ク
タ
ー
の
合
理
的
選
好
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
果
た
す
役
割
を
完
全
否
定
し
な
い

─
こ
の
よ
う
な
新
制
度
主
義
の
立
場
に
基
づ
き
、
比
較
的
研
究
成
果
の
乏
し
い
「
候
補
者
個
人
よ
り
も
政
党
に
投
票
す
る
有
権
者
に
強

く
見
ら
れ
る
特
徴
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
政
治
学
者
の
コ
ッ
ク
ス
（G

ary W
. C

ox

）
で
あ
る
。

コ
ッ
ク
ス
に
よ
る
と
、
院
内
政
党
に
対
す
る
（
第
一
次
選
挙
法
改
正
な
ど
）
選
挙
権
拡
大
の
影
響
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
り
、
選
挙
権
拡

大
に
伴
う
有
権
者
増
大
で
強
化
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
「
党
ラ
ベ
ル
に
対
す
る
依
存
度
」
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
党
ラ
ベ
ル
は
、
新
し
く
増

え
た
有
権
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
と
な
り
得
た
か
ら
だ
。

そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
「
党
内
規
律
が
強
い
か
ら
党
綱
領
の
政
策
も
実
現
可
能
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
党
に
対
し
て
有
権
者
が
抱
く

「
評
判
・
名
声
・
信
望
」（reputation

）
と
い
う
も
の
が
党
関
係
者
全
体
に
効
果
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
大
規
模
バ
ラ

（
都
市
選
挙
区
）
の
候
補
者
個
人
は
、
増
大
し
た
有
権
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｒ
）
手
段
と
し
て
「
新
聞
」
と
「
党
ラ
ベ
ル
」

に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（C

ox １9８7

：１２８-１２9

）。

）
二
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
七

そ
れ
ゆ
え
コ
ッ
ク
ス
は
、
選
挙
権
拡
大
＝
有
権
者
増
大
の
影
響
は
、「
院
内
政
党
」
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
、「
有
権
者
の
政
党
評
価
」

の
ほ
う
で
大
き
か
っ
た
（ibid.

：１２9

）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
増
大
」
と
「
有
権
者
数
の
増
大
」
と
の

間
に
は
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
特
に
一
八
三
二
年
以
後
の
議
員
や
議
員
候
補
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
党
ラ
ベ
ル
を
有
効
活
用
し
な

い
限
り
、
自
分
に
関
す
る
情
報
を
有
権
者
に
十
分
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
自
身
の
当
選
と
再
選
（
落
選
防
止
）
を
最
優
先
す
る
と
予
想
さ
れ
る
議
員
や
議
員
候
補
者
、
そ
し
て
そ
の

所
属
先
で
あ
る
「
院
内
政
党
」
も
、
従
来
以
上
に
党
ラ
ベ
ル
を
気
に
す
る
（
重
視
す
る
）
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
治
へ
の

関
心
が
高
い
有
権
者
は
、
投
票
の
際
候
補
者
個
人
に
対
す
る
評
価
選
択
基
準
と
し
て
、
当
該
候
補
者
が
所
属
す
る
院
内
政
党
の
凝
集
性
の

強
さ
な
ど
も
当
然
意
識
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
「
内
閣
の
制
度
化
や
機
能
強
化
」
も
無
関
係
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
一
八
六
五
年
の
時
点
で
「
お
そ
ら
く
議
員
の
大
半
は
、
特
定
の
内
閣
に
賛
成
す
る
は
ず
だ
と
い
う
理

由
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
な
立
法
上
の
理
由
か
ら
で
は
な
い
」（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
　
遠
山
訳２０２３

：４7

）
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
一

次
選
挙
法
改
正
が
実
現
し
て
以
来
、
有
権
者
が
次
第
に‘executive-oriented ’

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

帰
結
と
し
て
議
員
や
議
員
候
補
者
た
ち
も
ど
ち
ら
か
一
方
の
政
党
に
、
言
い
換
え
れ
ば
「
内
閣
」
と
い
う
組
織
を
着
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
そ
う
な
「
院
内
政
党
の
ど
ち
ら
か
一
方
」
に
自
分
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
有
権
者
の
増
大
」
と
「
内
閣
の
強
大
化
」
と
い
う
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
共
通
プ
ロ
セ
ス
と
「
新
党
ラ
ベ
ル
導
入
・

定
着
」
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
上
か
ら
」
の
完
全
な
押
し
つ
け
や
強
制
で
は
な
く
、
逆
に
議
員
や
議
員

候
補
者
側
の
個
々
の
事
情
、
つ
ま
り
「
下
か
ら
」
生
じ
た
流
れ
に
よ
る
変
化
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

）
二
七
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
七

そ
れ
ゆ
え
コ
ッ
ク
ス
は
、
選
挙
権
拡
大
＝
有
権
者
増
大
の
影
響
は
、「
院
内
政
党
」
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
、「
有
権
者
の
政
党
評
価
」

の
ほ
う
で
大
き
か
っ
た
（ibid.

：１２9

）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
増
大
」
と
「
有
権
者
数
の
増
大
」
と
の

間
に
は
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
特
に
一
八
三
二
年
以
後
の
議
員
や
議
員
候
補
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
党
ラ
ベ
ル
を
有
効
活
用
し
な

い
限
り
、
自
分
に
関
す
る
情
報
を
有
権
者
に
十
分
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
自
身
の
当
選
と
再
選
（
落
選
防
止
）
を
最
優
先
す
る
と
予
想
さ
れ
る
議
員
や
議
員
候
補
者
、
そ
し
て
そ
の

所
属
先
で
あ
る
「
院
内
政
党
」
も
、
従
来
以
上
に
党
ラ
ベ
ル
を
気
に
す
る
（
重
視
す
る
）
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
治
へ
の

関
心
が
高
い
有
権
者
は
、
投
票
の
際
候
補
者
個
人
に
対
す
る
評
価
選
択
基
準
と
し
て
、
当
該
候
補
者
が
所
属
す
る
院
内
政
党
の
凝
集
性
の

強
さ
な
ど
も
当
然
意
識
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
「
内
閣
の
制
度
化
や
機
能
強
化
」
も
無
関
係
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
一
八
六
五
年
の
時
点
で
「
お
そ
ら
く
議
員
の
大
半
は
、
特
定
の
内
閣
に
賛
成
す
る
は
ず
だ
と
い
う
理

由
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
な
立
法
上
の
理
由
か
ら
で
は
な
い
」（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
　
遠
山
訳２０２３

：４7

）
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
一

次
選
挙
法
改
正
が
実
現
し
て
以
来
、
有
権
者
が
次
第
に‘executive-oriented ’

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

帰
結
と
し
て
議
員
や
議
員
候
補
者
た
ち
も
ど
ち
ら
か
一
方
の
政
党
に
、
言
い
換
え
れ
ば
「
内
閣
」
と
い
う
組
織
を
着
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
そ
う
な
「
院
内
政
党
の
ど
ち
ら
か
一
方
」
に
自
分
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、「
有
権
者
の
増
大
」
と
「
内
閣
の
強
大
化
」
と
い
う
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
共
通
プ
ロ
セ
ス
と
「
新
党
ラ
ベ
ル
導
入
・

定
着
」
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
上
か
ら
」
の
完
全
な
押
し
つ
け
や
強
制
で
は
な
く
、
逆
に
議
員
や
議
員

候
補
者
側
の
個
々
の
事
情
、
つ
ま
り
「
下
か
ら
」
生
じ
た
流
れ
に
よ
る
変
化
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

）
二
七
（



政
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　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

二
八

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
理
由
を
背
景
に
、
各
党
の
評
判
や
名
声
を

単
純
か
つ
抽
象
的
に
標
示
す
る
集
合
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
党
ラ
ベ
ル
そ
の

も
の
が
一
九
世
紀
を
通
じ
て
有
意
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
（ibid.

：１３０, 

１４４

）
こ
と
は
お
そ
ら
く
否
定
で
き
ま
い
。
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党

ラ
ベ
ル
導
入
は
、
共
有
可
能
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
必
要
性
と
そ
の
形
成

と
い
う
文
脈
で
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
コ
ッ
ク
ス
は
、‘C

onservative ’

や‘L
iberal ’

と
い
っ
た
用
語

が
い
ず
れ
も
一
八
三
〇
年
代
か
ら
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

う
し
た
用
語
が
時
間
と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
な
形
で
用
い
ら
れ
る
機
会
が
増
え

て
い
っ
た
点
に
も
注
目
し
て
い
る
（ibid.

：１２9-１３０

）。
そ
し
て
、
一
九
世
紀

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
二
人
選
挙
区
（double-m

em
ber districts

、
す
な
わ
ち
有
権

者
が
一
人
二
票
投
じ
る
こ
と
の
可
能
な
選
挙
区
）
に
お
け
る
有
権
者
の
分
割
投
票

な
ど
「
非
党
派
的
投
票
の
割
合
」
の
傾
向
と
変
化
を
ま
と
め
た
（
表
４
を
参

照
）。具

体
的
に
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
有
権

者
は
、「
ス
プ
リ
ッ
タ
ー
／
分
割
投
票
者
（S

plitters

）、
す
な
わ
ち
連
記
投

票
で
持
ち
分
の
二
票
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
党
の
候
補
者
に
投
じ
た
有
権

【表 ４】　イングランド 2人区における非党派的投票の割合（１832〜６5年）　（％）

スプリッター プランパー 合　　計

＜総選挙年＞

１８３２ １５.6 6.４ ２２.０

１８３５ １８.８ ８.８ ２7.6

１８３7 １０.6 ５.０ １５.6

１８４１ 7.３ ３.１ １０.４

１８４7 ２２.9 １５.４ ３８.３

１８５２ １6.３ 9.０ ２５.３

１８５7 １9.０ １３.7 ３２.7

１８５9 １１.6 ５.３ １6.9

１８6５ ８.５ ４.８ １３.３

出典　 Cox １9８7：１０３ 表9.４と１０８ 表9.５に基づき、本稿論究対象期間のデータの

み抜粋して筆者作成。

）
二
八
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
九

者
」
と
、「
プ
ラ
ン
パ
ー
（P

lum
pers

）、
も
っ
と
も
こ
こ
で
い
う
プ
ラ
ン
パ
ー
は
、
全
票
丸
ご
と
一
人
の
候
補
者
に
投
じ
る
の
で
は
な
く
、

逆
に
自
分
の
支
持
政
党
か
ら
候
補
者
が
二
人
立
候
補
し
て
い
る
の
に
、
連
記
投
票
で
持
ち
分
二
票
の
う
ち
一
票
し
か
投
じ
な
か
っ
た
〝
非

党
派
的
〟
有
権
者
」
と
い
う
二
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
秘
密
投
票
法
成
立
（
一
八
七
二
年
）
前
の
段
階
だ
っ
た
の
で
、
有
権
者
が
雇

用
主
や
大
家
か
ら
圧
力
を
受
け
て
投
票
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
の
結
果
、
前
者
の
よ
う
に
分
割
投
票
す
る
有
権
者
も
当
然
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
が
必
ず
し
も
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
投
票
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
が
当
時
の
有
権
者
の
投
票
行
動
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
表
４
を
見
て
み
る
と
、

「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
一
八
三
五
年
総
選
挙
以
降
、
ス
プ
リ
ッ
タ
ー
も
プ
ラ
ン
パ
ー
も
そ
の
割

合
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
総
選
挙
で
圧
勝
し
初
の
本
格
的
な
保
守
党
政
権
と
さ
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
生
み
出
し

た
一
八
四
一
年
総
選
挙
の
時
点
で
、
ス
プ
リ
ッ
タ
ー
（
七
・
三
％
）
も
プ
ラ
ン
パ
ー
（
三
・
一
％
）
も
そ
の
割
合
が
最
少

─
つ
ま
り
パ
ー

テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
相
対
的
に
最
多

─
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
ト
ー
リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
分
裂
以
降
、
両
者
と
も
再
び
著
し
く
増
加
し
始
め
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
旧
保
守
党
の
分
裂
と
混
乱
に
伴
う
一
時
的
な
〝
離
合
集
散
〟
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
ダ
ー
ビ
ー
に
よ
っ
て
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
再
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
（
一
八
四
七
年
総
選
挙
以
降
）、
両
者
と
も
再
び
減

少
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
由
党

も
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
影
響
で
そ
の
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
一
八
六
五
年
総
選
挙
で
は
、
一
八
四
一
年
当
時
に
は

お
よ
ば
な
い
も
の
の
、
有
権
者
の
非
党
派
的
な
投
票
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
一
九
世
紀
と
い
う
百
年
間
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
有
権
者
が
「
選
挙
区
の
候
補
者
」
を
通
じ
て
、

）
二
九
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

二
九

者
」
と
、「
プ
ラ
ン
パ
ー
（P

lum
pers

）、
も
っ
と
も
こ
こ
で
い
う
プ
ラ
ン
パ
ー
は
、
全
票
丸
ご
と
一
人
の
候
補
者
に
投
じ
る
の
で
は
な
く
、

逆
に
自
分
の
支
持
政
党
か
ら
候
補
者
が
二
人
立
候
補
し
て
い
る
の
に
、
連
記
投
票
で
持
ち
分
二
票
の
う
ち
一
票
し
か
投
じ
な
か
っ
た
〝
非

党
派
的
〟
有
権
者
」
と
い
う
二
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
秘
密
投
票
法
成
立
（
一
八
七
二
年
）
前
の
段
階
だ
っ
た
の
で
、
有
権
者
が
雇

用
主
や
大
家
か
ら
圧
力
を
受
け
て
投
票
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
の
結
果
、
前
者
の
よ
う
に
分
割
投
票
す
る
有
権
者
も
当
然
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
が
必
ず
し
も
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
投
票
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
が
当
時
の
有
権
者
の
投
票
行
動
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
表
４
を
見
て
み
る
と
、

「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
一
八
三
五
年
総
選
挙
以
降
、
ス
プ
リ
ッ
タ
ー
も
プ
ラ
ン
パ
ー
も
そ
の
割

合
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
総
選
挙
で
圧
勝
し
初
の
本
格
的
な
保
守
党
政
権
と
さ
れ
る
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
生
み
出
し

た
一
八
四
一
年
総
選
挙
の
時
点
で
、
ス
プ
リ
ッ
タ
ー
（
七
・
三
％
）
も
プ
ラ
ン
パ
ー
（
三
・
一
％
）
も
そ
の
割
合
が
最
少

─
つ
ま
り
パ
ー

テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
相
対
的
に
最
多

─
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
撤
廃
を
め
ぐ
る
ト
ー
リ
ー
党
（
旧
保
守
党
）
分
裂
以
降
、
両
者
と
も
再
び
著
し
く
増
加
し
始
め
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
旧
保
守
党
の
分
裂
と
混
乱
に
伴
う
一
時
的
な
〝
離
合
集
散
〟
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
ダ
ー
ビ
ー
に
よ
っ
て
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
再
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
（
一
八
四
七
年
総
選
挙
以
降
）、
両
者
と
も
再
び
減

少
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
由
党

も
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
影
響
で
そ
の
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
一
八
六
五
年
総
選
挙
で
は
、
一
八
四
一
年
当
時
に
は

お
よ
ば
な
い
も
の
の
、
有
権
者
の
非
党
派
的
な
投
票
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
一
九
世
紀
と
い
う
百
年
間
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
有
権
者
が
「
選
挙
区
の
候
補
者
」
を
通
じ
て
、

）
二
九
（
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（
二
〇
二
五
年
九
月
）

三
〇

候
補
者
「
個
人
」
に
で
は
な
く
、「
政
党
」
と
い
う
政
治
集
団
（
と
そ
の
党
ラ
ベ
ル
）
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
周
知
の

事
実
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
総
選
挙
の
次
元
に
お
い
て
は
、
一
八
三
〇
〜
四
〇
年
代
、
そ
し
て
再
び
一
八
五
〇
年
代
後
半
以

降
、
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
徐
々
に
確
立
し
て
い
っ
た
の
も
明
ら
か
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
コ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
総
選
挙
で
当
時
の
新
聞
タ
イ
ム
ズ
（th

e T
im

es

）
に
掲
載
さ
れ
た
党
ラ
ベ
ル
の
特
徴
や
変

化
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
八
三
七
年
、
一
八
四
一
年
、
一
八
四
七
年
の
各
総
選
挙
で
は
、
タ
イ
ム
ズ
記
載
の

党
派
ラ
ベ
ル
は
複
数
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

た
と
え
ば‘P

eelites ’

（
ピ
ー
ル
派
）
や‘L

iberal C
onservatives ’

に
加
え
、
保
守
党
に
分
類
可
能
な
ラ
ベ
ル
あ
る
い
は
レ
ッ
テ
ル
と

し
て‘T

ories ’

や‘P
rotectionists ’

、
自
由
党
と
し
て
括
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
し
て
は‘W

higs ’

や‘R
eform

ers ’

、
そ
し
て

‘R
adicals ’

な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
あ
る
ホ
イ
ッ
グ
系
候
補
者
が
一
八
三
七
年
総
選
挙
で
立
候
補
し
た
際
に
は
、
当
時
ホ
イ
ッ
グ
党
が
政
府
与
党
だ
っ
た
た
め

‘M
inisterialist ’

（
政
府
与
党
議
員
）
と
い
う
ラ
ベ
ル
が
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
一
八
四
一
年
総
選
挙
に
な
る
と

‘C
onservatives ’

や‘W
higs ’

、
そ
し
て‘R

adicals ’
と
い
っ
た
ラ
ベ
ル
表
示
も
紙
面
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
一
八
四
七
年

総
選
挙
で
は‘L

iberals ’

が
登
場
し
て
い
る
（ibid.

：１０7-１０８
）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、「
新
聞
」
と
い
う
当
時
の
主
要
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
（
院
内
政
党
の
外
側
）
も
ま
た
、
総
選
挙
時
に
お

け
る
有
権
者
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
の
導
入
や
定
着
を
後
押
し
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、「
当
時
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
の
一
部
明
確
化
」、
加
え
て
「
当
時
の
有
権
者
に
よ
る
分
割
投
票

の
一
定
期
間
に
お
け
る
減
少
（
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
一
時
的
増
大
）」
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、「
保
守
」
と
い
う
新
し
い
党
ラ

）
三
一
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
一

ベ
ル
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
的
背
景
を

─
直
接
的
・
具
体
的
な
関
連
性
や
イ
ン
パ
ク
ト
が
完
全
に
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き

な
い
が

─
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
も
一
応
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
後
半
の
「
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ 

対 
グ
ラ
ッ
ド

ス
ト
ン
」
と
い
う
二
大
政
党
対
決
時
代
に
な
る
と
、「
保
守
」「
自
由
」
両
党
ラ
ベ
ル
は
さ
ら
に
浸
透
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
党
の
パ
ー

テ
ィ
・
ラ
イ
ン
も
よ
り
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
短
期
的
に
見
た
場
合
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
あ
ろ
う
し
、
普
遍
的
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
二
〇
世
紀
の
政
府
与
党
は
総
選
挙
で
つ
く
ら
れ
た
り
壊
れ
た
り
す
る
。

一
八
世
紀
の
政
府
与
党
は
、
下
院
で
つ
く
ら
れ
た
り
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
六
七
年
に
か
け
て
の
政
府
与

党
は
二
〇
世
紀
型
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
と
二
〇
世
紀
両
慣
行
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
」（S

tew
art １97８

：１０８

）。

そ
れ
ゆ
え
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
と
し
て
、
議
員
（
議
員
候
補
者
）
同
士
の
、
あ
る
い
は
対
有
権

者
と
い
う
面
で
の
何
ら
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
と
共
有
、
加
え
て
そ
の
必
要
性
は
、
や
は
り
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。四

、
お
わ
り
に

「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
通
説
の
よ
う
に
一
八
三
二
年
以
降
突
然
つ
く
り
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
八
二
〇
年
代
末
期
の
諸
問
題
を

き
っ
か
け
に
、
既
に
政
治
的
な
意
味
を
持
つ
名
称
な
い
し
用
語
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
と
い
う
「
争

）
三
一
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
一

ベ
ル
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
的
背
景
を

─
直
接
的
・
具
体
的
な
関
連
性
や
イ
ン
パ
ク
ト
が
完
全
に
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き

な
い
が

─
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
も
一
応
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
後
半
の
「
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ 

対 

グ
ラ
ッ
ド

ス
ト
ン
」
と
い
う
二
大
政
党
対
決
時
代
に
な
る
と
、「
保
守
」「
自
由
」
両
党
ラ
ベ
ル
は
さ
ら
に
浸
透
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
党
の
パ
ー

テ
ィ
・
ラ
イ
ン
も
よ
り
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
短
期
的
に
見
た
場
合
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
あ
ろ
う
し
、
普
遍
的
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
二
〇
世
紀
の
政
府
与
党
は
総
選
挙
で
つ
く
ら
れ
た
り
壊
れ
た
り
す
る
。

一
八
世
紀
の
政
府
与
党
は
、
下
院
で
つ
く
ら
れ
た
り
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
六
七
年
に
か
け
て
の
政
府
与

党
は
二
〇
世
紀
型
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
と
二
〇
世
紀
両
慣
行
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
」（S

tew
art １97８

：１０８

）。

そ
れ
ゆ
え
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
政
治
的
背
景
と
し
て
、
議
員
（
議
員
候
補
者
）
同
士
の
、
あ
る
い
は
対
有
権

者
と
い
う
面
で
の
何
ら
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
と
共
有
、
加
え
て
そ
の
必
要
性
は
、
や
は
り
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。四

、
お
わ
り
に

「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
は
、
通
説
の
よ
う
に
一
八
三
二
年
以
降
突
然
つ
く
り
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
八
二
〇
年
代
末
期
の
諸
問
題
を

き
っ
か
け
に
、
既
に
政
治
的
な
意
味
を
持
つ
名
称
な
い
し
用
語
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
と
い
う
「
争

）
三
一
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

三
二

点
」
と
政
争
か
ら
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
は
い
え
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
流
れ
は
、
と
り
わ
け
第
一
次
選
挙
法
改
正
（
議
会
の

民
主
化
）
を
め
ぐ
る
攻
防
と
改
正
反
対
派
側
（
ト
ー
リ
ー
党
）
の
混
乱
・
敗
北
を
経
て
一
気
に
加
速
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
一
八
三
〇
年
代
の
ピ
ー
ル
時
代
に
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
、
院
内
基
盤
拡
大
の
た
め
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
「
一
新
」
し
、
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
な
ど
を
「
包
摂
」
す
る
必
要
性
や
期
待
（
さ
ら
に
そ
の
根
底
に
は
一
定
の
危
機
感
）
が

あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
四
六
年
以
降
の
ダ
ー
ビ
ー
時
代
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
り
、
脱
党
し
た
ピ
ー
ル
派
と
の
「
和
解
」
や
ホ
イ
ッ
グ
穏
健
派
へ
の

「
接
近
」
に
基
づ
く
、
分
裂
後
の
党
再
建
・
再
統
一
の
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
右
派
の
コ
ア
を
な

る
べ
く
「
離
反
さ
せ
ず
」、〝
ウ
ィ
ン
グ
〟
を
右
か
ら
左
（
中
間
）
へ
さ
ら
に
「
拡
大
す
る
」
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
急
務
で
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
当
時
の
右
派
陣
営
か
ら
す
れ
ば
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
は
、
共
通
の
利
害
関
係
で
結
ば
れ
た
議
員
集
団
と
し
て
の
生
き
残

り
を
か
け
た
対
急
進
主
義
「
戦
略
」
を
支
え
る
重
要
な
「
戦
術
」
の
一
つ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
に
は
、
従
来
の
「
ト
ー

リ
ー
」
で
は
も
は
や
実
現
不
可
能
と
な
っ
た
、
き
わ
め
て
有
効
な
役
割
と
効
果
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
に
関
す
る
よ
り
奥
深
い
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
先
行
研
究
成
果
を
見
る
限
り
、
主
と

し
て
一
九
世
紀
後
半
に
見
ら
れ
た
一
定
の
主
要
政
治
争
点
を
め
ぐ
る
パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
整
序
（
二
大
政
党
化
の
流
れ
）
と
ま
っ
た
く
無
関

係
だ
っ
た
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
と
当
時
の
有
権
者
の
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
化
傾
向
と
の
間
に

も
、
何
ら
か
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
右
派
陣
営
を
構
成
し
て
き
た
従
来
型
で
保
守

的
な‘factions ’

連
合
（
い
わ
ゆ
る
ト
ー
リ
ー
党
）
が
、
政
治
争
点
の
続
出
や
選
挙
民
の
増
大
と
い
っ
た
一
九
世
紀
前
半
特
有
の
変
化
に
〝
危

）
三
二
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
三

機
感
と
必
要
性
〟
の
両
面
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
応
し
た

─
就
中
保
守
党
で
は
院
内
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
常
態
化
脱
却
も
含
め
た

─
試

み
と
そ
の
帰
結
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
派
陣
営
の
「
院
内
政
党
と
し
て
の
凝
集
化
」、
ひ
い
て
は
「
二
大
政
党
の
一
翼
化
」
も
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
を

通
じ
て
、
あ
る
程
度
促
進
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
考
察
で
は
対
象
を
保
守
党
に
限
定
し
た
た
め
、
自
由
党
側
の
動
向
を
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
保
守
党
を
研
究

対
象
と
す
る
限
り
、
一
九
世
紀
当
時
の
保
守
党
が
「
対
峙
」
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
自
由
党
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

加
え
て
、
ピ
ー
ル
や
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
以
上
に
先
行
研
究
が
少
な
い
ダ
ー
ビ
ー
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
政
治
思
想

的
基
盤
）、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
一
八
四
六
年
以
降
の
近
代
（
現
）
保
守
党
の
形
成
・
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
よ
り
綿
密
に
検
討
す

る
必
要
性
も
生
じ
て
き
た
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
１
） 

当
時
の
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
（C

harles II

）
の
王
位
継
承
有
力
候
補
者
で
実
弟
の
ヨ
ー
ク
公
爵
、
の
ち
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
（Jam

es II

）

が
カ
ト
リ
ッ
ク
（
旧
）
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
を
王
位
継
承
候
補
か
ら
排
除
す
る
た
め
、
一
六
七
九
年
に
「
王
位
継
承
排
除
法
案
」

（E
xclusion B

ill

）
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

同
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ
に
賛
成
し
た
議
員
た
ち
は
初
期
の
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
非
国
教
徒
（
清
教
徒
な
ど
）
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
賛
成

派
の
議
員
た
ち
は
い
わ
ば
反
国
王
派
で
も
あ
っ
た
た
め
、
今
日
で
い
う
野
党
的
な
「
地
方
党
」（country party

）、
一
方
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
や
国
教
徒

た
ち
の
支
持
を
集
め
た
反
対
派
議
員
は
国
王
派
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
与
党
的
な
「
宮
廷
党
」（court party

）
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

実
は
両
派
と
も
、
過
去
の
経
験
か
ら
、
反
動
的
で
「
血
生
臭
い
」
専
制
君
主
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
旧
教
徒
国
王
の
登
場
に
は
、
程
度
の
差

）
三
三
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
三

機
感
と
必
要
性
〟
の
両
面
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
応
し
た

─
就
中
保
守
党
で
は
院
内
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
常
態
化
脱
却
も
含
め
た

─
試

み
と
そ
の
帰
結
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
派
陣
営
の
「
院
内
政
党
と
し
て
の
凝
集
化
」、
ひ
い
て
は
「
二
大
政
党
の
一
翼
化
」
も
、「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
を

通
じ
て
、
あ
る
程
度
促
進
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
考
察
で
は
対
象
を
保
守
党
に
限
定
し
た
た
め
、
自
由
党
側
の
動
向
を
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
保
守
党
を
研
究

対
象
と
す
る
限
り
、
一
九
世
紀
当
時
の
保
守
党
が
「
対
峙
」
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
自
由
党
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

加
え
て
、
ピ
ー
ル
や
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
以
上
に
先
行
研
究
が
少
な
い
ダ
ー
ビ
ー
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
政
治
思
想

的
基
盤
）、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
一
八
四
六
年
以
降
の
近
代
（
現
）
保
守
党
の
形
成
・
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
よ
り
綿
密
に
検
討
す

る
必
要
性
も
生
じ
て
き
た
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
１
） 

当
時
の
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
（C

harles II

）
の
王
位
継
承
有
力
候
補
者
で
実
弟
の
ヨ
ー
ク
公
爵
、
の
ち
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
（Jam

es II

）

が
カ
ト
リ
ッ
ク
（
旧
）
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
を
王
位
継
承
候
補
か
ら
排
除
す
る
た
め
、
一
六
七
九
年
に
「
王
位
継
承
排
除
法
案
」

（E
xclusion B

ill

）
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

同
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ
に
賛
成
し
た
議
員
た
ち
は
初
期
の
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
非
国
教
徒
（
清
教
徒
な
ど
）
か
ら
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
賛
成

派
の
議
員
た
ち
は
い
わ
ば
反
国
王
派
で
も
あ
っ
た
た
め
、
今
日
で
い
う
野
党
的
な
「
地
方
党
」（country party

）、
一
方
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
や
国
教
徒

た
ち
の
支
持
を
集
め
た
反
対
派
議
員
は
国
王
派
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
与
党
的
な
「
宮
廷
党
」（court party

）
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

実
は
両
派
と
も
、
過
去
の
経
験
か
ら
、
反
動
的
で
「
血
生
臭
い
」
専
制
君
主
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
旧
教
徒
国
王
の
登
場
に
は
、
程
度
の
差

）
三
三
（
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経
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　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

三
四

こ
そ
あ
れ
概
ね
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
宮
廷
党
は
、
王
位
継
承
と
い
う
国
王
大
権
事
項
へ
の
臣
下
（
議
会
）
の
介
入
に
反
発
す
る

「
国
王
大
権
尊
重
派
」
で
も
あ
っ
た
た
め
、
一
部
を
除
け
ば
、
消
極
的
に
王
弟
を
支
持
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
国
王
は
解
散
総
選
挙
を
断
行
し
、
こ
の
問
題
を
有
権
者
（
世
論
）
に
訴
え
た
が
、
世
論
は
地
方
党
に
味
方
し
た
。
こ
の
結
果

に
不
満
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
国
王
大
権
を
武
器
に
総
選
挙
後
の
新
議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
。
総
選
挙
に
勝
利
を
収
め
た
地
方
党
議
員
は
新
議

会
開
催
を
国
王
に
〝
請
願
〟
し
た
の
で
「
請
願
者
」（P

etitioners

）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
に
反
発
し
た
宮
廷
党
議
員
は
、
そ
れ
は
国
王
大
権
へ
の
干

渉
行
為
で
あ
り
〝
嫌
悪
〟
す
る
と
主
張
し
た
の
で
「
嫌
悪
者
」（A

bhorrers

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
請
願
者
側
は
嫌
悪
者
側
を
「
ト
ー
リ
ー
」、
嫌
悪
者
側
は
請
願
者
側
を
「
ホ
イ
ッ
グ
」
と
呼
ん
で
、
互
い
に
罵
倒
し
合
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
渡
邉２０２２

：１４４-１４５

）。

ち
な
み
に
「
ト
ー
リ
ー
」
と
は
無
法
者
や
強
盗
と
い
う
意
味
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語‘toraidhe ’

に
由
来
し
、「
ホ
イ
ッ
グ
」
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
言
葉
で
牛
追
い
を
意
味
す
る‘w

higgam
ore ’

の
短
縮
形
で
、
転
じ
て
感
激
反
乱
分
子
を
意
味
す
る
言
葉
に
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編２０００

：

7４9, ８１２-８１３

）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 

こ
れ
に
対
し
、
自
由
党
（the L

iberals
）
の
場
合
、「
ホ
イ
ッ
グ
（W

hig

） 

イ
コ
ー
ル 

自
由
党
」
で
は
な
い
。

一
九
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
自
由
党
と
は
、
ホ
イ
ッ
グ
貴
族
の
集
団
「
ホ
イ
ッ
グ
党
」
を
中
核
と
し
て
、

ホ
イ
ッ
グ
流
穏
健
改
革
を
支
持
す
る
「
自
由
主
義
者
」（L

iberals

）、
よ
り
急
進
的
な
改
革
を
求
め
る
「
急
進
主
義
者
」（R

adicals

）、
そ
し
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ト
ー
リ
ー
的
国
教
主
義
（A

nglicanism

）
の
強
要
な
ど
に
反
発
し
て
い
た
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
族
主
義
者
」（Irish 

N
ationalists

）
な
ど
の
集
合
体
と
、
一
八
四
六
年
の
ト
ー
リ
ー
陣
営
分
裂
後
脱
党
し
た
「
ピ
ー
ル
派
」
が
新
た
に
合
流
し
て
誕
生
し
た
「
反
保
守

党
」
陣
営
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
自
由
党
の
成
立
は
、
一
般
的
に
一
八
五
九
年
六
月
六
日
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し

た
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
（C

harles L
ouis N

apoléon B
onaparte

）
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
ホ
イ
ッ
グ
党
内
で
対
立
し
て
い
た
進
歩
的
な
ラ
ッ
セ
ル

と
、
保
守
的
な
パ
ー
マ
ス
ト
ン
（H

enry John T
em

ple, ３rd V
iscount P

alm
erston

）
が
和
解
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
か
ら
の

政
権
奪
還
を
目
標
に
上
述
の
反
保
守
党
系
諸
派
が
合
流
し
た
帰
結
で
も
あ
っ
た
。

）
三
四
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
五

ち
な
み
に
、
こ
の
「
反
保
守
党
陣
営
」
が
「
自
由
党
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
。

た
と
え
ば
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
に
よ
る
と
、
一
八
三
九
年
六
月
に
ホ
イ
ッ
グ
党
指
導
者
の
一
人
ラ
ッ
セ
ル
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
（V

ictoria
）
に
宛

て
た
二
通
の
書
簡
で
、the W

hig party

の
類
義
語
（synonym

）
と
し
て‘L

iberal party ’

を
用
い
た
と
さ
れ
る
。
一
八
五
二
年
の
時
点
で
は

‘W
hig ’

と‘L
iberal ’

が
併
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
五
年
に
な
る
と‘L

iberal ’

が
一
般
的
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
八
五
九
年
の
段
階
で
は
、
悪

口
を
除
き‘W

hig ’

は
一
切
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
一
八
五
二
年
か
ら
一
八
五
九
年
を
、「
自
由
党
」
の
呼
称
が
定
着
し
た
時
期
と
し
て
ジ
ェ

ニ
ン
グ
ス
は
捉
え
て
い
る
（Jennings １96１

：7５-77

）。

（
３
） 

一
八
一
五
年
に
穀
物
法
が
制
定
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に
、
ト
ー
リ
ー
党
を
支
持
す
る
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。フ

ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
〜
九
九
年
）
に
伴
う
対
仏
戦
争
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
大
陸
産
穀
物
の
輸
入
困
難
に
伴

う
穀
物
不
足
か
ら
穀
物
価
格
が
急
騰
し
、「
生
産
者
」
側
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
が
か
な
り
潤
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
争
の
終
結
と
と
も
に
安
価

な
外
国
産
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
穀
物
価
格
が
下
が
る
恐
れ
も
生
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
ト
ー
リ
ー
党
議
員
に
働
き
か
け

て
成
立
せ
し
め
た
の
が
こ
の
穀
物
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
法
は
予
想
以
上
の
効
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
た
め
、
の
ち
に
穀
物
価
格
の
上
下
に
応
じ
て
輸
入
関
税
を
増
減
さ
せ
る
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
穀
物
価
格
が
高
額
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
、
パ
ン
の
値
段
も
下
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
な
ど
「
消
費

者
」
層
の
不
満
は
大
き
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
一
八
三
九
年
に
は
、
産
業
資
本
家
層
を
中
心
に
自
由
貿
易
論
者
で
政
治
家
の
コ
ブ
デ
ン
（R

ichard C
obden

）
や
実
業
家
の
ブ
ラ
イ

ト
（John B

right

）
ら
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
穀
物
法
反
対
同
盟
（A

nti-C
orn L

aw
 L

eague

）
を
結
成
し
、
穀
物
法
撤
廃
運
動
を
展
開
す
る
運

び
と
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編２０００

：１7０

）。

こ
の
よ
う
に
一
八
一
五
年
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
地
方
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
を
主
体
と
す
る
国
内
生
産
者
側
（
主
に
ト
ー
リ
ー
）
と
、

都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
を
中
心
と
す
る
国
内
消
費
者
側
（
主
に
ホ
イ
ッ
グ
）
と
の
地
域
・
階
級
間
の
利
害
対
立
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
経
済

的
争
点
を
め
ぐ
る
党
派
的
対
立
の
様
相
も
呈
し
て
い
た
と
い
え
る
。

）
三
五
（
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の
経
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五
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に
、
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の
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保
守
党
陣
営
」
が
「
自
由
党
」
と
呼
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る
よ
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に
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た
時
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に
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も
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る
。

た
と
え
ば
ジ
ェ
ニ
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ス
に
よ
る
と
、
一
八
三
九
年
六
月
に
ホ
イ
ッ
グ
党
指
導
者
の
一
人
ラ
ッ
セ
ル
が
ヴ
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ク
ト
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ア
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（V
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）
に
宛
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た
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通
の
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簡
で
、the W

hig party

の
類
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（synonym

）
と
し
て‘L
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を
用
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た
と
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る
。
一
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五
二
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の
時
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で
は
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hig ’
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が
併
用
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た
が
、
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に
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と‘L
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が
一
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的
と
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た
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な
く
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た
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で
、
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ら
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を
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由
党
」
の
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が
定
着
し
た
時
期
と
し
て
ジ
ェ

ニ
ン
グ
ス
は
捉
え
て
い
る
（Jennings １96１
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３
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一
八
一
五
年
に
穀
物
法
が
制
定
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に
、
ト
ー
リ
ー
党
を
支
持
す
る
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。フ
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ン
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革
命
（
一
七
八
九
〜
九
九
年
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に
伴
う
対
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戦
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・
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の
影
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で
、
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で
は
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の
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に
伴

う
穀
物
不
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が
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し
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」
側
の
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潤
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と
こ
ろ
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の
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と
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に
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が
こ
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で
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は
予
想
以
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の
効
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
た
め
、
の
ち
に
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に
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関
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を
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せ
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が
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で
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は
、
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本
家
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を
中
心
に
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者
で
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の
コ
ブ
デ
ン
（R

ichard C
obden

）
や
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の
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）
ら
が
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で
穀
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反
対
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撤
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を
展
開
す
る
運

び
と
な
っ
た
（
松
村
・
富
田
編２０００

：１7０

）。

こ
の
よ
う
に
一
八
一
五
年
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
地
方
の
地
主
貴
族
や
農
業
関
係
者
を
主
体
と
す
る
国
内
生
産
者
側
（
主
に
ト
ー
リ
ー
）
と
、

都
市
部
の
商
工
業
者
や
労
働
者
を
中
心
と
す
る
国
内
消
費
者
側
（
主
に
ホ
イ
ッ
グ
）
と
の
地
域
・
階
級
間
の
利
害
対
立
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
経
済

的
争
点
を
め
ぐ
る
党
派
的
対
立
の
様
相
も
呈
し
て
い
た
と
い
え
る
。

）
三
五
（



政
経
研
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　第
六
十
二
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
五
年
九
月
）

三
六

（
４
） 

中
世
以
来
初
と
な
る
こ
の
本
格
的
な
議
会
改
革
に
よ
っ
て
、
都
市
部
の
産
業
資
本
家
な
ど
中
産
階
級
の
上
層
部
に
ま
で
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
。

加
え
て
、
そ
れ
以
後
の
一
連
の
選
挙
権
拡
大
（
民
主
化
）
の
第
一
歩
に
も
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
改
正
は
後
年
「
第
一
次
」
選
挙
法
改
正
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
も
有
権
者
は
そ
れ
ま
で
の
一
六
万
人
か
ら
九
五
万
人
程
度
ま
で
増
大
し
た
に
す
ぎ
ず
、
記
名
投
票
や
財
産

資
格
制
限
も
残
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
格
的
な
民
主
化
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
。

（
５
） 

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
（
一
八
三
四
年
）
は
、
総
選
挙
実
施
直
前
に
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
で
公
認
さ
れ
、「
首
相
」
の
立
場
で
ピ
ー
ル
が
行
っ
た
全

有
権
者
向
け
所
信
表
明
演
説
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（m

anifesto

）
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
本
論
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、「
ト
ー
リ
ー
主
義
」
か
ら
「（
近
代
）
保
守
主
義
」
へ
脱
皮
な
い
し
転
換
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
文
書
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義
・
保
守
党
史
上
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
の
分
析
や
政
治
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
渡
辺
容
一
郎
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
』
北
樹
出
版
、

二
〇
〇
七
年
、
一
八
一
─
二
〇
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
） 

セ
シ
ル
の
こ
の
指
摘
を
引
用
し
た
マ
ン
ハ
イ
ム
（K

arl M
annheim

）
は
、
そ
の
論
文
「
保
守
主
義
的
思
考
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
的
・
歴

史
的
思
考
の
生
成
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
考
察
」（
マ
ン
ハ
イ
ム
　
森
博
訳１97４

：８５

）
で
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
こ
の
〔
保
守
主
義
と
い
う
〕
語
に
は
じ
め
て
特
殊
な
刻
印
を
与
え
た
の
は
シ
ャ
ト
ブ
リ
ア
ン
で
あ
っ
て
、
彼
が
政
治
的
教
会
的
王
政
復
古
の
理

念
を
奉
ず
る
そ
の
機
関
紙
を
〈L

e C
onservateur

〉
と
名
づ
け
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
一
八
三
〇
年
代
に
は
じ
め

て
土
着
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
一
八
三
五
年
に
は
じ
め
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
」。（
下
線 

引
用
者
）

ち
な
み
に
シ
ャ
ト
ブ
リ
ア
ン
（F

rançois R
ené de C

hateaubriand

）
は
、
一
八
一
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
王
政
復
古
で
誕
生
し
た
ブ
ル
ボ
ン
復
古

王
朝
（
政
府
）
に
大
臣
と
し
て
仕
え
た
。
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
基
本
原
理
で
あ
る
正
統
主
義
（legitim

ism

）
を
重
視
し
た
保
守
的
な
王
党
派
政
治
家

で
、
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
7
） 

タ
ム
ワ
ー
ス
宣
言
本
文
に
つ
い
て
は
、R

obert P
eel, M

em
oirs, B

iblio L
ife, n.d.

版
のpp. ５８-67

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
。

（
８
） 

極
右
派
ト
ー
リ
ー
主
義
者
は
、
他
の
自
由
主
義
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（liberal T

ories

）
や
急
進
的
ト
ー
リ
ー
主
義
者
（radical T

ories

）

）
三
六
（

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
七

に
比
べ
、
地
主
層
の
従
来
的
利
益
の
み
重
視
す
る
伝
統
的
な
ト
ー
リ
ー
党
政
治
家
と
い
っ
て
よ
い
。
国
王
と
国
教
会
体
制
の
維
持
に
執
着
す
る
地
主

貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
を
主
な
支
持
基
盤
と
し
て
お
り
、「
地
方
農
業
利
益
重
視
・
現
状
の
保
護
貿
易
維
持
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
支
持
＝
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
反
対
」
が
そ
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
。
旧
来
の
有
権
者
で
あ
る
き
わ
め
て
保
守
的
な
地
主
層
の
利
益
・
感
情
に
最
も
合
致
し

て
い
た
が
、
選
挙
の
文
脈
で
は
支
持
基
盤
が
狭
す
ぎ
て
第
一
次
選
挙
法
改
正
後
の
新
し
い
政
治
状
況
（
中
産
階
級
有
権
者
の
一
定
数
増
加
）
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
は
、
少
人
数
な
が
ら
も
総
じ
て
変
革
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
ピ
ー
ル
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自
由
主
義
的
傾
向
の
ト
ー

リ
ー
党
政
治
家
は
、「
中
産
階
級
を
支
持
基
盤
と
す
る
穏
健
な
院
内
勢
力
と
の
合
同
➡
支
持
基
盤
拡
大
」
を
戦
略
上
常
に
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
。

（
9
） 

平
時
に
も
か
か
わ
ら
す
ピ
ー
ル
が
所
得
税
を
再
導
入
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
当
時
深
刻
化
し
て
い
た
飢
饉
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
不
穏
を
防

止
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
狙
い
に
基
づ
く
一
八
四
二
年
度
予
算
案
を
通
じ
て
、
製
造
業
の
一
層
の
保
護
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
上
昇
策
に
加

え
、
食
料
品
を
含
め
た
消
費
者
物
価
抑
制
に
よ
る
貧
困
層
へ
の
課
税
負
担
軽
減
策
ま
で
ピ
ー
ル
は
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
均
衡
予
算
を
つ
く
り
だ
す

う
え
で
も
、
所
得
税
導
入
が
必
要
だ
と
ピ
ー
ル
は
確
信
し
て
い
た
（S

tew
art １97８

：１８１

）
と
さ
れ
る
。

（
１０
） 

当
時
の
政
界
で
は
、
ホ
イ
ッ
グ
で
あ
れ
ト
ー
リ
ー
で
あ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
国
教
会
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
教
会
税
を
不
承
不
承
納
め
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
住
民
多
数
派
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
不
満
を
為
政
者

と
し
て
聞
き
入
れ
る
べ
き

─
具
体
的
に
は
、
国
教
会
余
剰
収
入
の
一
部
を
民
間
事
項
（
教
育
目
的
な
ど
）
に
流
用
す
る
の
を
認
め
る
べ
き

─
と

い
う
の
が
ホ
イ
ッ
グ
側
の
主
張
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
認
め
る
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
イ
ギ
リ
ス
）
支
配
が
弱
ま
り
、
ひ
い

て
は
帝
国
の
弱
体
化
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
、
民
間
流
用
に
反
対
す
る
ト
ー
リ
ー
側
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
（
渡
辺２０１０

：８6

）。

）
三
七
（



イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
「
保
守
」
党
ラ
ベ
ル
導
入
の
経
緯
と
背
景
（
渡
邉
）

三
七

に
比
べ
、
地
主
層
の
従
来
的
利
益
の
み
重
視
す
る
伝
統
的
な
ト
ー
リ
ー
党
政
治
家
と
い
っ
て
よ
い
。
国
王
と
国
教
会
体
制
の
維
持
に
執
着
す
る
地
主

貴
族
や
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
を
主
な
支
持
基
盤
と
し
て
お
り
、「
地
方
農
業
利
益
重
視
・
現
状
の
保
護
貿
易
維
持
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
支
持
＝
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
解
放
反
対
」
が
そ
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
。
旧
来
の
有
権
者
で
あ
る
き
わ
め
て
保
守
的
な
地
主
層
の
利
益
・
感
情
に
最
も
合
致
し

て
い
た
が
、
選
挙
の
文
脈
で
は
支
持
基
盤
が
狭
す
ぎ
て
第
一
次
選
挙
法
改
正
後
の
新
し
い
政
治
状
況
（
中
産
階
級
有
権
者
の
一
定
数
増
加
）
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
は
、
少
人
数
な
が
ら
も
総
じ
て
変
革
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
ピ
ー
ル
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自
由
主
義
的
傾
向
の
ト
ー

リ
ー
党
政
治
家
は
、「
中
産
階
級
を
支
持
基
盤
と
す
る
穏
健
な
院
内
勢
力
と
の
合
同
➡
支
持
基
盤
拡
大
」
を
戦
略
上
常
に
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
。

（
9
） 

平
時
に
も
か
か
わ
ら
す
ピ
ー
ル
が
所
得
税
を
再
導
入
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
当
時
深
刻
化
し
て
い
た
飢
饉
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
不
穏
を
防

止
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
狙
い
に
基
づ
く
一
八
四
二
年
度
予
算
案
を
通
じ
て
、
製
造
業
の
一
層
の
保
護
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
上
昇
策
に
加

え
、
食
料
品
を
含
め
た
消
費
者
物
価
抑
制
に
よ
る
貧
困
層
へ
の
課
税
負
担
軽
減
策
ま
で
ピ
ー
ル
は
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
均
衡
予
算
を
つ
く
り
だ
す

う
え
で
も
、
所
得
税
導
入
が
必
要
だ
と
ピ
ー
ル
は
確
信
し
て
い
た
（S

tew
art １97８

：１８１

）
と
さ
れ
る
。

（
１０
） 

当
時
の
政
界
で
は
、
ホ
イ
ッ
グ
で
あ
れ
ト
ー
リ
ー
で
あ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
国
教
会
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
点
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
教
会
税
を
不
承
不
承
納
め
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
住
民
多
数
派
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
不
満
を
為
政
者

と
し
て
聞
き
入
れ
る
べ
き

─
具
体
的
に
は
、
国
教
会
余
剰
収
入
の
一
部
を
民
間
事
項
（
教
育
目
的
な
ど
）
に
流
用
す
る
の
を
認
め
る
べ
き

─
と

い
う
の
が
ホ
イ
ッ
グ
側
の
主
張
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
認
め
る
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
イ
ギ
リ
ス
）
支
配
が
弱
ま
り
、
ひ
い

て
は
帝
国
の
弱
体
化
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
、
民
間
流
用
に
反
対
す
る
ト
ー
リ
ー
側
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
（
渡
辺２０１０

：８6

）。

）
三
七
（
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史
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究
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収
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史
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［
付
記
］
本
稿
は
、
名
古
屋
大
学
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
四
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
（
未
定
稿
）
に
一
部
加
筆
し
、
修
正
を
加
え
た
内
容

で
あ
る
。
学
会
当
日
は
討
論
者
を
は
じ
め
会
員
諸
氏
か
ら
多
く
の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
情
報
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

）
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一
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二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党
（
山
本
）

四
一

二
〇
二
四
年
欧
州
議
会
選
挙
と
右
派
政
党

─
何
が
統
一
会
派
を
妨
げ
る
の
か

─

山

　
　本

　
　
　
　
　直

は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
第
一
〇
回
欧
州
議
会
選
挙
（
以
下
「
二
〇
二
四
年
選
挙
」）
で
は
、
右
派
か
ら
極
右
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
政
党
が
Ｅ
Ｕ
各
国
で
伸
張
し
た
（
１
）

。
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
・
メ
ロ
ー
ニ
首
相
が
率
い
る
「
イ
タ
リ
ア
の
同
胞
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）」
の
一
八
増

を
は
じ
め
、
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
「
国
民
連
合
（
Ｒ
Ｎ
）」
も
七
増
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
オ
ラ
ン
ダ
「
自
由
党
（
Ｐ
Ｖ
Ｖ
）」

と
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
が
各
々
六
増
、
四
増
と
な
っ
て
い
る
。
右
派
に
位
置
す
る
す
べ
て
の
主
要
政
党
が
議
席
を
増

や
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
は
左
派
や
リ
ベ
ラ
ル
の
系
統
に
あ
る
諸
政
党
が
各
国
で
苦
戦
し
た
こ
と
と
対
照
的
な

論
　
説

）
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